
『
説
文
解
字
』「
許
敍
」段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察（
田
村（
大
田
））

﹃
說
文
解
字
﹄﹁
許
敍
﹂
段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察

│
│
﹁
文
者
錯
畫
也
﹂
を
め
ぐ
っ
て
︵
中
︶
│
│

田
村︵
大
田
︶加
代
子

は
じ
め
に

　

拙
論
「『
說
文
解
字
』「
許
敍
」
段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
│
「
文
者
錯

畫
也
」
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
│
│
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
研
究
論
集
』
六

二
）
に
お
い
て
、
段
玉
裁
が
『
說
文
解
字
』
中
の
某
字
に
注
を
施
す
に
あ
た

り
、
同
書
中
の
許
愼
の
説
解
（
以
下
「
説
解
」
と
略
称
す
る
）
を
引
用
し
た

り
参
照
し
た
り
し
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
『
說
文
解
字
』
内
部
の
整
合
性
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
が
「
錯
」
字
を
「
逪
」
字
と
す
べ

き
だ
と
し
た
論
拠
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
察
を
行
っ
た
。
段
玉
裁
が

「
錯
」
字
を
「
逪
」
字
に
す
べ
き
だ
と
し
た
理
由
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て

「
逪
畫
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
、
さ
ら
に
「
畫
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味

範
疇
に
属
し
、
そ
こ
か
ら
「
文
」（
文
字
）
と
「
繡
」（
刺ぬ
い
と
り繍
）
と
「
畫
」

（
繪
畫
）
と
を
ど
の
よ
う
な
関
係
性
の
中
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
の
段
玉
裁
の
見
解
を
順
を
追
っ
て
見
て
き
た
。

　

問
題
の
発
端
は
、
許
愼
の
自
敍
（
以
下
「
許
敍
」
と
略
称
す
る
）
に
あ
っ

た
。
許
敍
の
冒
頭
近
く
に
「
倉
頡
之
初
造
書
、
蓋
依
類
象
形
。
故
謂
之
文
。」

（
倉そ
う
け
つ頡

の
初
め
て
書
を
造
る
、
蓋
し
類
に
依
り
形
を
象か
た
ど

る
。
故
に
こ
れ
を

《
文
》
と
謂
ふ
。）
と
あ
り
、
段
玉
裁
の
注
（
以
下
「
段
注
」
と
略
称
す
る
）

に
「
文
者
逪
畫
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
說
文
解
字
』（
以
下
、
適
宜
『
說

文
』
と
略
称
す
る
）
本
篇
の
「
文
」
字
の
説
解
を
引
用
し
て
い
る
の
だ
が
、

説
解
で
は
「
錯
畫
也
」
と
作
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
段
注
で
は
「
錯
」
字

を
「
逪
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、「
許

敍
」
の
段
注
も
「
文
者
逪
畫
也
」
と
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
前
掲
の
拙
論
に
引
き
続
き
、「
文
者
逪
畫
也
」
と
い
う
段
注

を
発
端
と
し
て
、「
文
」
字
を
め
ぐ
る
段
玉
裁
の
注
と
許
愼
の
説
解
と
の
関

係
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
章
立
て
は
前
掲
の
拙
論
か
ら
の
通
し

番
号
と
す
る
。

　

以
下
、
断
り
の
無
い
限
り
、
本
稿
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
の
は
、
一

九
八
一
年
上
海
古
籍
出
版
社
刊
、
經
韵
樓
藏
版
の
影
印
本
で
あ
る
。
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問
題
の
所
在

　
『
說
文
解
字
』
文
部
の
「
濡
」
字
の
説
解
を
見
る
と
、

　
【
説
解
】

　
　

濡
、
錯
畫
也
。
象
交
）
1
（

文
。

　
【
説
解
訓
読
】

　
　

濡
は
、
錯
畫
な
り
。
交
文
に
象か
た
どる

。

　
【
説
解
訳
文
】

　
　
「
濡
」
は
、
交
差
し
た
線
状
の
も
の
で
あ
る
。
交
文
を
象
っ
て
い
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
濡
」
字
の
説
解
に
「
文
」
字
を
用
い
る
、
一
種
の
同

語
反
復
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
語
反
復
的
説
解
は
『
說
文
解
字
』
の
中
に

散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
い
ま
は
論
じ
な
い
。

　
「
文
」
の
小
篆
は
「
濡
」、「
交
」
の
小
篆
は
「
芥
」
で
あ
る
か
ら
形
状
が

似
て
い
る
上
に
、「
芥
」
字
の
説
解
に
は
「
芥
、
交
脛
也
」
と
あ
り
、
こ
こ

で
も
同
語
反
復
に
な
っ
て
い
る
。「
Ａ
、
交
Ｂ
也
」
と
い
う
説
解
は
『
說

文
』
中
に
複
数
あ
り
、
そ
の
例
は
前
掲
論
文
で
も
取
り
上
げ
た
。「
交
」
字

の
説
解
に
対
し
て
、
段
玉
裁
は
、「
交
脛
」
の
こ
と
を
「
交
」
と
限
定
的
に

言
う
の
が
本
義
で
、「
凡
そ
心
者
相
ひ
合
ふ
は
「
交
」
と
曰
ふ
。
皆
、
此
の

義
、
引
申
叚
借
な
り
。」（
一
般
的
に
、
二
者
が
交
会
す
る
の
を
総
じ
て

「
交
」
と
言
う
が
、
そ
の
用
法
は
い
ず
れ
も
、「
交
脛
」
の
「
交
」
字
の
本
義

を
引
き
伸
ば
し
た
派
生
義
と
し
音
を
借
り
て
意
味
を
託
し
た
、
引
申
と
仮
借

の
用
法
で
あ
る
。）
と
言
う
。
こ
れ
が
段
玉
裁
の
見
解
で
あ
る
。

　

交
錯
し
た
形
を
表
す
「
爻
」
字
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
説
解
で
は
「
爻

は
、
交
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。「
爻
」
の
小
篆
は
「
李
」
で
、「
文
」「
交
」

「
爻
」
は
い
ず
れ
も
二
本
の
線
が
交
差
し
て
い
て
、
形
状
が
類
似
し
て
い

る
。
こ
こ
ま
で
の
「
文
」「
交
」「
爻
」
の
説
解
を
合
わ
せ
る
と
、

　
　

文
＝
交
文　
　
　

…
…
…
①

　
　
　
　

交　

＝
交
脛
…
…
…
②

　
　

爻
＝
交　
　
　
　

…
…
…
③

①
と
③
よ
り
、
文
＝
爻
文
、
ま
た
①
と
②
よ
り
、
文
＝
交
脛
文
と
な
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、「
文
」
に
は
二
次
元
的
側
面
「
爻
文
」
と
、
三
次
元
的
側
面

「
交
脛
文
」
と
の
ふ
た
つ
の
側
面
が
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

議
論
を
「
文
」
字
に
戻
す
。
許
愼
の
説
解
に
対
す
る
段
注
は
、

　
【
段
注
】

　
　

錯
、
當
作
逪
。

　
　

逪
畫
者
、

逪
之
畫
也
。

　
　
「
考
工
記
」
曰
、「
靑
與
赤
謂
之
文
。」
逪
畫
之
一
耑
也
。

　
　

逪
畫
者
、
文
之
本
義
。

　
　

慙
彰
者
、
慙
之
本
義
。
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義
不
同
也
。

　
　

黃
帝
之
史
倉
頡
見
鳥
獸
遞
迒
之
迹
、
知
分
理
之
可
相
別
異
、
初
造
書

契
、
依
類
象
形
、
故
謂
之
文
。

　
【
段
注
訓
読
】

　
　
「
錯
」
は
、
當
に
「
逪
」
に
作
る
べ
し
。

　
　
「
逪
畫
」
は
、
か
う

逪さ
く

の
畫く
わ
くな

り
。

　
　
「
考
工
記
」
に
曰
く
、「
靑
と
赤
と
は
こ
れ
を
文
と
謂
ふ
。」
と
。「
逪

畫
」
の
一い
つ
た
ん耑

な
り
。

　
　
「
逪
畫
」
は
、「
文
」
の
本
義
な
り
。

　
　
「
慙
ぶ
ん
し
よ
う彰」
は
、「
慙
」
の
本
義
な
り
。

　
　

義
、
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　

黃
帝
の
史
、
倉
頡
は
、
鳥
獸
の
遞て
い
か
う迒
の
迹
を
見
、
分
理
の
、
異
な
る
を

相
ひ
別
つ
べ
き
を
知
り
、
初
め
て
書
契
を
造
る
に
、
類
に
依
り
形
に
象

る
、
故
に
こ
れ
を
「
文
」
と
謂
ふ
。

　
【
段
注
訳
文
】

　
　
「
錯
」
の
字
は
、「
逪
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
　
「
逪
畫
」
と
い
う
の
は
、
縦
横
斜
め
に
交
わ
り
あ
っ
た
、
線
状
の
境
界

線
で
あ
る
。

　
　
『
周
禮
』「
考
工
記
」
の
「
畫ぐ
わ
く
わ
い繢
」
に
言
う
。「
青
と
赤
が
交
わ
っ
た
も

の
を
「
文
」
と
謂
う
。」
と
。
こ
れ
が
「
逪
畫
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　
　
「
逪
畫
」
が
「
文
」
の
本
義
で
あ
る
。

　
　
「
慙
彰
」
が
「
慙
」
の
本
義
で
あ
る
。

　
　
「
文
」
と
「
慙
」
と
は
本
義
は
同
じ
で
は
な
い
。

　
　

黃
帝
の
書
記
官
、
倉
頡
は
、
鳥
獣
の
足
跡
が
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
の

を
見
て
、
文
字
の
原
理
と
は
異
な
る
も
の
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
な
の
だ
と
気
づ
き
、
初
め
て
書
契
を
創
造
す
る
に
あ
た
り
、
類
型

を
拠
り
所
と
し
、
事
物
の
形
を
象
る
と
い
う
方
法
に
依
っ
た
。
だ
か

ら
、
こ
れ
を
「
文
」
と
呼
び
な
す
の
で
あ
る
。

　

前
掲
の
拙
論
で
は
、
こ
の
段
注
の
前
半
部
分
、「
錯
、
當
作
逪
。
逪
畫

者
、

逪
之
畫
也
。
考
工
記
曰
、
靑
與
赤
謂
之
文
。」
に
つ
い
て
考
察
し

た
。
本
論
で
は
、「
考
工
記
」
の
引
用
を
承
け
た
「
逪
畫
之
一
耑
也
」
の
一

句
と
、
そ
れ
に
続
く
後
半
の
「
逪
畫
者
、
文
之
本
義
。
慙
彰
者
、
慙
之
本

義
。
義
不
同
也
。」
の
意
味
、
そ
し
て
、
こ
の
注
の
末
尾
に
許
敍
の
一
節
が

な
ぜ
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
幾
つ
か
の

点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

こ
こ
で
前
掲
の
拙
論
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
く
。
段
玉
裁
が
許
敍
の

「
文
」
に
対
し
て
「
文
者
逪
畫
也
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
『
說

文
』
本
編
「
濡
」
字
の
説
解
「
交
文
」
を
換
言
す
る
と
、「
文
」
と
は
「

逪
」
す
る
「
畫
」
で
あ
り
、「
縦
横
斜
め
に
交
わ
る
」「
畫
」
の
形
を
象
っ
た

文
字
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
段
玉
裁
は
、「
畫
」
は
彩
色
を
施

す
絵
画
・
刺
繍
・
絵
画
や
刺
繍
の
図
案
と
し
て
の
文
字
を
総
称
す
る
も
の
と

し
て
考
え
て
い
る
こ
と
も
論
証
し
た
。
さ
ら
に
、「

逪
」
す
る
「
畫
」
で

あ
る
「
文
」
の
起
源
の
拠
り
所
と
し
て
、『
周
禮
』「
考
工
記
」
の
「
畫
繢
」
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を
根
拠
に
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
青
と
赤
と
を
交
え
た

も
の
を
「
文
」
と
謂
う
、
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
段
玉
裁
は
、
そ
れ
が
「
逪

畫
」、
す
な
わ
ち
「
交
文
」
の
始
ま
り
で
あ
る
と
言
う
。

　

こ
こ
で
俄
に
は
解
し
難
い
の
は
、
①
な
ぜ
「
文
」
の
「
一
耑

0

0

」
を
示
す
の

に
「
考
工
記
」
を
引
く
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
②
な
ぜ
「
文
」
を
説

明
す
る
た
め
に
「
慙
」
を
引
き
合
い
に
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら

に
、
③
な
ぜ
「
文
」
と
「
慙
」
の
本
義
が
異
な
る
こ
と
を
殊
更
に
言
う
必
要

が
あ
っ
た
の
か
。（「
慙
」
は
明
ら
か
に
「
文
」
の
孳
乳
字
で
あ
る
。「
彰
」

も
「
章
」
の
孳
乳
字
で
あ
る
。「
文
」「
章
」
が
音
符
、「
彡
」
が
義
符
で
あ

る
。
厳
密
に
言
え
ば
「
章
」
は
『
說
文
』
音
部
に
あ
り
、「
音
」
と
「
十
」

と
の
会
意
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。）
ま
た
、
④
こ
の
注
を
結
ぶ
の
に
、

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
「
許
敍
」
の
一
文
を
一
言
も
違
え
ず
引
用
し
て
、「
故
に
こ

れ
を
《
文
》
と
謂
ふ
」
と
言
う
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

　
「
濡
」
字
の
段
注
を
読
む
限
り
、
段
玉
裁
の
思
考
の
過
程
は
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。「
文
」
に
つ
い
て
の
極
め
て
特
化
し
た
注
解
の
背
景
に
ど
の
よ
う

な
思
考
過
程
が
あ
る
の
か
、
本
稿
で
は
、
①
「
文
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
段
玉

裁
が
『
周
禮
』「
考
工
記
」
を
引
き
、
②
／
③
な
ぜ
「
文
」
と
「
慙
」
と
の

本
義
の
違
い
に
言
及
し
、
④
な
ぜ
「
許
敍
」
の
「
文
」
の
定
義
を
引
用
し
た

の
か
を
跡
づ
け
し
な
が
ら
、
段
注
が
『
說
文
解
字
』
の
説
解
と
ど
の
よ
う
な

有
機
的
関
係
を
保
ち
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
探
る
こ
と
を
最
終
的
な
目

的
と
す
る
。

　

本
稿
の
主
眼
目
は
、
段
玉
裁
の
思
考
過
程
を
推
理
し
跡
づ
け
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
段
玉
裁
の
言
語
観
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
段

玉
裁
の
意
図
を
実
証
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
段
玉
裁
の
注
の
是
非
を
論
ず

る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

ふ
た
つ
の
仮
説

　

本
論
に
先
だ
っ
て
、
ふ
た
つ
の
仮
説
を
述
べ
て
お
こ
う
と
思
う
。

　

は
じ
め
に
「
逪
畫
之
一
耑
也
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
一
句
は
、

『
說
文
解
字
』
第
十
五
下
に
載
せ
る
後
叙
（
四
字
句
、
押
韻
あ
り
）
の
冒
頭
に
、

　
【
後
叙
】

　
　

其
建
首
也
、
立
一
爲
耑
、
方
以
類
聚
、
物
以
羣
）
2
（
分
、
同
條
牽
屬
、
共

理
相
貫
、
襍
而
不
）
3
（

踰
、
據
形
系
聯
、
引
而
申
之
、
以
究
萬
源
、
畢
終
於

亥
、
知
化
窮
）
4
（

冥
。

　
【
後
叙
訓
読
】

　
　

其
の
首
を
建
つ
る
や
、「
一
」
を
立
て
て
「
耑は
じ
め

」
と
爲
す
。
方
は
類
を

以
て
聚
め
、
物
は
羣
を
以
て
分
つ
。
條
を
同
じ
う
す
る
は
牽
屬
せ
し

め
、
理
を
共
に
す
る
は
相
ひ
貫
く
。
襍ま
じ

り
て
踰
へ
ず
、
形
に
據
り
て
系

聯
す
。
引
き
て
こ
れ
を
申の
ば

し
、
以
て
萬
源
を
究
む
。
畢つ
ひ

に
「
亥
」
に
終

り
、
知
化
窮
冥
す
。

　
【
後
叙
訳
文
】

　
　
『
說
文
解
字
』
に
お
い
て
部
首
を
建
て
る
に
際
し
て
は
、「
一
」
部
を
立
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て
て
最
初
の
部
首
と
し
た
。
天
地
の
性
理
は
同
類
に
よ
っ
て
聚
め
る
働

き
を
し
、
万
物
の
情
理
は
同
群
に
よ
っ
て
分
つ
働
き
を
す
る
も
の
で
あ

る
。
文
字
構
造
の
条
理
を
同
じ
く
す
る
文
字
は
引
き
連
ね
て
同
じ
部
首

に
属
さ
せ
、
文
字
構
造
の
条
理
が
共
通
す
る
文
字
は
ひ
と
つ
の
部
首
に

一
貫
さ
せ
た
。
義
符
が
異
な
っ
た
ら
部
首
を
跨
ぐ
こ
と
は
せ
ず
、
五
百

四
十
部
は
部
首
の
字
形
に
依
拠
し
て
順
番
に
配
列
し
た
。
最
初
の
一
部

の
「
一
」
と
い
う
形
か
ら
始
め
て
、
引
き
伸
ば
し
て
引
き
伸
ば
し
て
、

第
五
百
四
十
部
の
亥
部
の
「
亥
」
と
い
う
形
ま
で
至
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
天
地
鬼
神
か
ら
世
間
人
事
ま
で
あ
ら
ゆ
る
文
字
の
源
を
究
明
し
た
。

そ
の
手
順
を
悉
く
尽
く
し
て
「
亥
」
で
終
わ
り
、
万
物
の
変
化
の
道
を

暁
知
し
微
細
に
し
て
奥
妙
な
る
神
明
を
窮
め
尽
く
し
た
。

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
許
愼
が
『
說
文
解
字
』
を
著
す
に
あ
た
っ
て
「
一
」

を
「
耑は
じ
め」

と
し
「
亥
」
に
て
畢
く
終
わ
る
、
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
段

玉
裁
が
こ
の
「
耑
」
字
を
以
て
「
考
工
記
」
の
「
畫
繢
」
に
あ
る
「
靑
與
赤

謂
之
文
」
と
い
う
記
述
が
「
逪
畫
」
の
「
一
耑
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る

こ
と
と
、
許
愼
の
後
叙
に
「
立
一
爲
耑
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
と
は
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
加
え
れ
ば
、「
亥
」
の
説
解
で
は
こ
の
文
字
を

男
と
女
と
子
と
解
し
、
男
＝
一
、
女
＝
二
、
子
＝
三
で
世
界
が
完
成
し
、
ま

た
「
一
」
部
に
戻
る
と
い
う
循
環
思
想
が
見
ら
れ
）
5
（

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
前
掲
の
拙
論
で
述
べ
た
、「
考
工
記
」「
畫
繢
」
に
お
け
る
色
の
循
環
と

も
重
な
る
。

　

第
二
に
、「
文
」
と
「
慙
」
の
本
義
に
言
及
し
た
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、「
錯
畫
」
を
「
逪
畫
」
と
改
め
た
注
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
仮
説
で
あ
る
。「
錯
」
と
「
逪
」
と
は
本
義
が
異
な
る
こ
と
、「
交
」
と

「

」
と
は
本
義
が
異
な
る
こ
と
、
従
っ
て
「
交
錯
」
は
「

逪
」
と
作
る

べ
き
だ
と
主
張
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ

と
を
利
用
し
て
、「
文
」
と
「
慙
」
も
本
義
が
異
な
る
と
注
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
義
を
明
確
に
区
別
し
、
誤
用
を
正
そ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。「
文
」
が
許
愼
の
言
う
と
こ
ろ
の
《
文
》、
す
な
わ
ち
物
象
の
本
、「
慙
」

が
許
愼
の
言
う
と
こ
ろ
の
《
字
》、
す
な
わ
ち
孳
乳
字
で
あ
る
こ
と
を
、「
交

錯
」
と
「

逪
」
に
言
及
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
、「
文
」
字
の
説
解
の
注

と
い
う
形
を
借
り
て
明
示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
示
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
段
玉
裁
の
時
代
に
は
本
義
が
忘
れ
ら
れ
「
文
」
と
「
慙
」
と

が
混
用
さ
れ
る
事
態
を
正
そ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、「
義

不
同
也
」
の
四
字
に
決
然
と
表
れ
て
い
る
。
加
う
る
に
、
段
玉
裁
は
『
論

語
』
の
「
正
名
乎
」
の
「
名
」
を
「
文
字
」
と
解
釈
す
る
説
に
与
し
て
い

る
。「
名
」
を
「
名
分
」
と
解
す
る
の
が
多
数
派
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

敢
え
て
「
文
字
」
と
解
し
た
こ
と
と
、
こ
こ
で
「
文
」
と
「
慙
」
の
本
義
に

言
及
し
た
こ
と
と
は
、
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

稿
を
改
め
て
別
に
論
じ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
段
注
の
最
後
に
、
許
敍
が
「
文
」
を
定
義
し

た
一
節
を
引
用
し
た
こ
と
に
も
説
明
が
つ
く
。「
錯
畫
」
の
「
錯
」
字
を
本

117

五



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）

義
に
よ
っ
て
正
し
、「
文
」
の
原
初
的
な
用
例
を
「
考
工
記
」
に
見
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
「
慙
」
と
対
比
し
つ
つ
「
文
」
の
本
義
を
確
認
し
、
そ
の
証
左

と
し
て
許
敍
の
言
葉
を
引
用
し
た
、
と
考
え
る
と
、
一
見
ば
ら
ば
ら
に
見
え

る
段
注
に
は
流
れ
が
あ
っ
て
、
一
連
の
論
理
的
必
然
性
が
あ
る
こ
と
が
見
え

て
く
る
。

　

以
下
、
こ
の
仮
説
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

五
、「
文
」
に
つ
い
て
（
二
）

　

前
掲
の
拙
稿
の
「
五
、「
文
」
に
つ
い
て
（
一
）」
に
引
き
続
き
、
段
注

「
文
者
錯
畫
也
」
の
「
文
」
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
引
用

し
た
段
注
の
要
点
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

（
一
）『
周
禮
』「
考
工
記
」「
畫
繢
」
の
「
青
と
赤
と
を
交
え
る
の
を
「
文
」

と
謂
」
い
、
そ
れ
が
「
逪
畫
」
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（
二
）「
文
」
の
本
義
は
「
逪
畫
」
で
あ
り
、「
慙
」
の
本
義
は
「
慙
彰
」
で

あ
る
の
で
、「
文
」
と
「
慙
」
と
は
、
同
義
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

（
三
）
倉
頡
が
文
字
の
原
理
に
気
づ
き
、
書
契
を
創
造
す
る
際
に
、
類
型
に

依
り
事
物
の
形
を
象
る
と
い
う
方
法
に
依
っ
た
。
だ
か
ら
こ
れ
を
「
文
」
と

呼
び
な
す
の
だ
と
い
う
こ
と
（
許
叙
の
引
用
）。

　

い
ま
問
題
に
し
て
い
る
「
文
」
字
の
段
注
で
は
、「
文
」
と
い
う
呼
称
の

最
初
の
用
例
を
挙
げ
、
次
に
「
文
」
の
本
義
は
「
會あ
わ

さ
っ
て
逪
ま
じ
わ

っ
た
異
な

る
色
や
線
」
で
あ
り
、「
慙
」
の
本
義
は
「
彩
な
す
文
様
の
彰あ
き
ら

か
さ
」
で
あ

り
、「
文
」
と
「
慙
」
の
二
者
に
は
本
義
の
上
で
区
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
最
後
に
許
愼
の
「
文
」
の
定
義
を
引
用
す
る
と
い
う
順
に
論
を
進
め
て

い
る
。
な
お
、「
逪
畫
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
段
注
の
後
半
「
黃
帝
之
史
倉
頡
」
以
下
「
故
謂
之
文
」
ま
で

に
つ
い
て
の
詳
注
は
、
拙
稿
「『
說
文
解
字
』「
許
叙
段
注
」
訳
注
の
試
み

（
一
）」（『
饕
餮
』
第
二
十
二
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
の
一
、「
繢
」
に
つ
い
て

　

ま
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
段
玉
裁
が
許
敍
の
「
倉
頡
之
初
作

書
、
蓋
依
類
象
形
、
故
謂
之
文
」
に
お
い
て
「
文
者
逪
畫
也
」
と
注
し
て
い

る
こ
と
を
最
初
の
手
が
か
り
と
し
て
『
說
文
』
本
篇
を
見
て
い
く
と
、「
畫
」

は
「
繪
」
で
あ
り
、「
繡
」
と
同
じ
よ
う
に
色
を
施
す
手
工
で
あ
る
と
い
う

意
味
で
ひ
と
つ
の
類
概
念
で
括
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
絵
画
や
刺
繍
の

図
案
と
し
て
「
文
字
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、「
畫
／
繪
」
と

「
繡
」
と
「
文
」
と
を
ひ
と
つ
の
概
念
で
括
る
の
が
古
の
考
え
方
で
あ
っ
た

と
い
う
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
注
で
段
玉
裁
は
、
古
は
「
繢
」
は

「
畫
」
と
訓
じ
「
繪
」
は
「
繡
」
と
訓
じ
た
と
こ
と
を
述
べ
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
「
繢
」
字
の
注
で
詳
説
し
た
と
言
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

『
說
文
』
糸
部
「
繢
」
字
の
説
解
と
段
注
を
見
て
お
く
。

　
【
説
解
】

　
　

褸
、
織
餘
也
。【
段
注
①
】
一
曰
畫
也
。【
段
注
②
】
从
糸
、
貴
聲
。
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【
説
解
訓
読
】

　
　

褸
は
、
織
餘
な
り
。
一
に
曰
く
畫
な
り
。
糸
に
从
ひ
、
貴
の
聲
な
り
。

　
【
説
解
訳
文
】

　
　

褸
は
、
織
布
の
余
っ
た
糸
端
で
あ
る
。
一
説
に
「
繢
」
は
「
畫
」
で
あ

る
と
い
う
。「
糸
」
を
義
符
と
し
、「
貴
」
は
音
符
で
あ
る
。

　
【
段
注
①
】

　
　

此
亦
兼
布
帛
言
之
也
。

　
　

上
文
「
機
縷
」
爲
「
機
頭
」、
此
「
織
餘
」
爲
「
機
尾
」。

　
　
「
繢
」
之
言
「
遺
」
也）

6
（

。
故
訓
爲
「
織
餘
」。

　
　
「
織
餘
」、
今
亦
呼
爲
「
機
頭
」、
可
用
糸
物
及
飾
物
。

　
　
『
急
就
篇
』「

」「
繢
」
總
爲
一
）
7
（
類
、
是
也
。
顏
、
王
注
未
）
8
（
諦
。

　
　

今
則
此
義
廢
矣
。

　
【
段
注
①
訓
読
】

　
　

此
れ
も
亦
た
、
布
帛
を
兼
ね
て
こ
れ
を
言
ふ
な
り
。

　
　

上
文
の
「
機
縷
」
は
「
機
頭
」
爲
り
、
此
の
「
織
餘
」
は
「
機
尾
」
爲

り
。

　
　
「
繢
」
の
言
は
「
遺
」
な
り
。
故
に
訓
じ
て
「
織
餘
」
と
爲
す
。

　
　
「
織
餘
」
は
、
今
、
亦
た
呼
び
て
「
機
頭
」
と
爲
し
、
糸
物
及
び
飾
物

に
用
い
る
べ
し
。

　
　
『
急
就
篇
』
に
「

」「
繢
」
總
じ
て
一
類
と
爲
す
、
是
れ
な
り
。
顏
、

王
の
注
は
未
だ
諦
つ
ま
び
ら
かな

ら
ず
。

　
　

今
は
則
ち
此
の
義
廢
れ
り
。

　
【
段
注
①
訳
文
】

　
　

こ
の
「
繢
」
と
い
う
の
は
、「
繢
」
字
よ
り
前
に
親
字
と
し
て
列
挙
さ

れ
て
い
る
「
織
」
字
（「
纈
」）
よ
り
以
下
「
紝
」「
綜
」「
臻
」「
葮
」

と
同
じ
く
、
麻
布
と
絹
織
物
と
を
兼
ね
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
上
文
」、
す
な
わ
ち
「
繢
」
字
よ
り
前
に
配
列
さ
れ
て
い
る
「
紝
」
字

の
説
解
で
「
紝
」
は
「
機
縷
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、「
機
縷
」

と
は
「
機
頭
」（
機
織
り
の
織
り
始
め
）
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で

「
繢
」
は
「
織
餘
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、「
織
餘
」
と
は
「
機

尾
」（
機
織
り
の
織
り
終
わ
り
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
『
說
文
』
で
は
「
繢
」
は
「
从
糸
貴
聲
」、「
遺
」
は
「
从
辵
貴
聲
」

と
、
い
ず
れ
も
「
貴
」
を
音
符
と
す
る
形
声
文
字
と
し
て
説
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
音
義
が
相
通
じ
る
。（「
遺
」
は
反
訓
で
、
こ
こ
で
は

「
残
余
」
の
意
。）
だ
か
ら
、「
繢
」
を
訓
じ
て
「
織
餘
」
と
し
て
い
る

の
だ
。

　
　
「
織
餘
」
の
こ
と
は
、
現
在
で
は
「
機
頭
」
と
も
呼
び
為
し
、
織
物
に

も
房
飾
り
に
も
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
『
急
就
篇
』
で
は
「

」
と
「
繢
」
を
総
べ
て
一
類
に
し
て
い
る
の
が

そ
の
証
拠
で
あ
る
。『
急
就
篇
』
の
顏
師
古
注
と
王
應
麟
補
注
で
は
、

そ
の
点
が
十
分
に
は
審
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　

現
在
で
は
、「
繢
」
が
織
物
の
織
り
終
わ
り
の
残
り
糸
や
房
飾
り
で
あ

る
と
い
う
意
味
は
廃
れ
て
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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【
段
注
②
】

　
　

四
字
依
『
韵
）
9
（

會
』
補
。
今
所
傳
小
徐
繫
傳
本
、
此
卷
全
）
10
（

闕
。
黃
氏
作

『
韵
會
』
時
所
見
尚
完
。
知
小
徐
本
有
此
四
字
也
。

　
　

畫
者
、
介
也
。
今
謂
之
畍
畫
。

　
　
「
繢
」、「
畫
」、
雙
聲
。

　
　
「
考
工
記
」
曰
「
設
色
之
工
、
畫
、
繢
、
鐘
、
筐
、
㡃）

11
（

。」

　
　

又
曰
、「
畫
繢
之
事
、
襍
五
采
。」

　
　
「
咎
繇
謨
」「
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
作
繪
。」
鄭
注
曰
、「
繪

讀
曰
繢
。」「
讀
曰
」
猶
「
讀
爲
」、
易
其
字
也
。
以
爲
訓
「
畫
」
之
字

當
作
「
繢
」
也
。「
繪
」
訓
「
五
采
之
繡
」。
故
必
易
「
繪
」
爲
「
繢
」。

　
　

鄭
司
農
注
『
周
禮
』
引
『
論
語
』「
繢
事
後
素
」。

　
【
段
注
②
訓
読
】

　
　

四
字
は
『
韵
會
』
に
依
り
て
補
ふ
。
今
、
傳
は
る
と
こ
ろ
の
小
徐
繫
傳

本
は
、
此
の
卷
、
全
て
闕
く
。
黃
氏
、『
韵
會
』
を
作
り
し
時
に
見
る

と
こ
ろ
、
尚
ほ
完
し
。
小
徐
本
に
此
の
四
字
有
る
を
知
る
な
り
。

　
　
「
畫
」
は
、「
介
」
な
り
。
今
、
こ
れ
を
「
畍
畫
」
と
謂
ふ
。

　
　
「
繢
」、「
畫
」
は
、
雙
聲
な
り
。

　
　
「
考
工
記
」
に
曰
く
、「
設
色
の
工
は
、
畫
、
繢
、
鐘
、
筐
、
㡃
。」

　
　

又
た
曰
く
、「
畫
繢
の
事
は
、
五
采
を
襍ま
じ

ゆ
。」

　
　
「
咎
繇
謨
」
に
「
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
も
て
繪
を
作
れ
。」

と
あ
り
。
鄭
注
に
曰
く
「
繪
は
讀
み
て
繢
と
曰
ふ
」。「
讀
み
て
曰
ふ
」

は
、
猶
ほ
「
讀
み
て
爲
す
」
の
如
く
し
て
、
其
の
字
を
易
へ
る
な
り
。

以お
も
へ
ら爲

く
「
畫
」
字
を
訓
ず
る
に
當
に
「
繢
」
に
作
る
べ
き
な
り
。「
繪
」

は
「
五
采
の
繡
」
と
訓
ず
。
故
に
必
ず
「
繪
」
を
易
へ
て
「
繢
」
と
爲

す
。

　
　

鄭
司
農
『
周
禮
』
に
注
し
て
『
論
語
』
の
「
繢
事
後
素
」
を
引
く
。

　
【
段
注
②
訳
文
】

　
　
「
一
曰
畫
也
」
の
四
字
は
、『
古
今
韵
會
』
に
依
っ
て
補
っ
た
。
現
在
伝

わ
っ
て
い
る
小
徐
繫
傳
本
（
徐
鍇
の
『
說
文
解
字
繫
傳
』）
は
、
こ
の

巻
（
巻
第
二
十
五
、
糸
部
か
ら
卵
部
ま
で
の
十
二
篆
）
を
全
て
闕
い
て

い
る
。
黃
公
昭
が
『
古
今
韵
會
』
を
作
っ
た
時
に
見
た
『
說
文
解
字
繫

傳
』
は
、
ま
だ
完
本
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
小
徐
本
に
こ
の
四
字
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
畫
」
は
、「
介
」
で
あ
る
（
※
田
村
注
：『
說
文
』
の
文
）。
今
で
は
こ

れ
を
連
語
に
し
、「
介
」
字
に
は
義
符
の
「
田
」
を
加
え
て
「
畍
畫
」

と
言
う
。

　
　
「
繢
」
と
「
畫
」
と
は
双
声
で
あ
る
。

　
　
『
周
禮
』「
考
工
記
」
に
言
う
。「（
凡
そ
…
…
施
色
の
工
は
五
つ
あ
り
）、

…
…
施
色
の
工
は
、
畫
（
絵
画
）、
繢
（
絵
画
）、
鐘
（
羽
毛
染
め
）、

篚
（
闕
）、
㡃
（
帛
の
漂
白
）
で
あ
る
。」

　
　
「
考
工
記
」
は
ま
た
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
畫
繢
の
仕
事
は
五
采

を
襍ま
じ

え
る
こ
と
で
あ
る
。」

　
　
『
尚
書
』「
咎
繇
謨
」
に
言
う
。「
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
を

図
案
に
し
て
繪
を
作
れ
。」
そ
の
鄭
注
に
言
う
。「「
繪
」
は
「
繢
」
と
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読
む
。」「
讀
曰
」
と
い
う
の
は
「
讀
爲
」
と
言
い
換
え
て
も
同
じ
で
、

単
に
Ａ
と
い
う
文
字
が
Ｂ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
Ａ
と
い
う
文
字
を
Ｂ
と
い
う
文
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
畫
」
字
を
訓
じ
る
の
に
「
繢
」
字
に
置
き
換
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。「
繪
」
は
「
五
采
の
繡
」（
※
田
村
注
：

『
說
文
』
の
文
）
と
訓
じ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
必
ず
「
繪
」
字
を
「
繢
」

字
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

鄭
司
農
は
『
周
禮
』
に
注
し
て
『
論
語
』「
八
佾
」
の
「
繢
事
後
素
」

を
引
用
し
て
い
る
。（
※
田
村
注
：
今
見
る
論
語
で
は
「
繪
事
後
素
」

に
作
る
。）

　
【
段
注
①
】
の
主
旨
は
、「
繢
」
と
は
「
遺
」、
す
な
わ
ち
「
残
餘
」
の
こ

と
で
、
麻
布
、
絹
織
物
に
拘
わ
ら
ず
、
織
布
を
織
り
終
え
た
端
の
余
り
糸
が

本
義
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

注
の
最
初
に
「
亦
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、「
繢
」
字
の
説
解
よ
り
も
前

に
あ
る
「
織
」
字
の
説
解
に
「
布
帛
を
作
る
の
總
名
な
り
」
と
あ
る
の
を
承

け
て
「
繢
」
も
同
様
に
麻
布
絹
織
物
の
別
な
く
、
の
意
を
表
し
て
い
る
。
後

述
す
る
「
織
」
字
の
段
注
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
糸
部
の
親
字
の
配
列
は
、

麻
糸
と
絹
糸
、
麻
布
と
絹
織
物
を
分
か
つ
か
分
か
た
な
い
か
と
関
わ
り
が
あ

る
た
め
、「
麻
」
か
「
帛
」
か
が
常
に
問
題
に
な
る
。「
布
」
は
麻
糸
で
織
っ

た
も
の
、「
帛
」
は
絹
糸
で
織
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
糸
で
織
っ

て
も
、
縦
糸
と
横
糸
と
を
交
差
さ
せ
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
織
り
成
す
作
業
な
ら

ば
均
し
く
「
織
」
と
総
称
す
る
、
そ
の
「
織
餘
」
が
「
繢
」
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、
次
に
「
織
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
①
な
ぜ
『
周
禮
』
の
「
考

工
記
」
を
引
用
し
た
か
、
ま
た
、
な
ぜ
「
文
」
の
本
義
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
「
慙
」
を
持
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

迂
遠
な
よ
う
で
あ
る
が
、
糸
部
の
文
字
群
が
ど
の
よ
う
な
配
列
に
な
っ
て
い

る
か
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
段
玉
裁
が
ど
の
よ
う
な
注
を
施
し
て
い
る
か
を
確

認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

五
の
二
、「
織
」
に
つ
い
て

　

い
ま
、「
繢
」
は
「
織
餘
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
、「
織
」
に
つ
い

て
改
め
て
見
て
み
る
と
、「
裘
」
字
の
説
解
に
、

　
【
説
解
】

　
　

裘
、
作
布
帛
之
總
名
也
。

　
【
説
解
訓
読
】

　
　

裘
は
、
布
あ
さ
ぬ
の 

帛
き
ぬ
お
り
も
のを

作な

す
の
總
名
な
り
。

　
【
説
解
訳
文
】

　
　

裘
は
、
麻
布
や
絹
織
物
を
織
る
こ
と
を
総
称
し
た
言
い
方
で
あ
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
麻
糸
と
絹
糸
と
に
拘
わ
ら
ず
、
縦
糸
と
横
糸
と
を
交
互

に
交
差
さ
せ
て
麻
布
や
絹
織
物
を
織
り
成
す
こ
と
が
「
織
」
の
本
義
で
あ
る

121

九



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）

こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
に
見
た
段
注
で
「
機
縷
」
は
「
機
頭
」、「
織
餘
」
は
「
機
尾
」
と
言
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
織
餘
（
＝
織
尾
）」
と
「
機
縷
（
＝
機
頭
）」
と
は
対

に
な
っ
て
い
る
も
の
だ
と
わ
か
る
。「
織
餘
」
は
、「
繢
」
字
の
説
解
に
あ
る

言
葉
で
、「
機
縷
」
は
、「
繢
」
字
よ
り
も
五
つ
前
に
あ
る
「
紝
」
字
の
説
解

に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
「
縷
」
と
は
、
説
解
に
は
「
螯
、
綫
也
」（
縷
は
、
綫
な
り
）

と
あ
り
、
段
注
で
は
「
鄭
司
農
、『
周
禮
注
』
曰
、「
綫
、
縷
也
。」
此
本
謂

布
綫
。
引
申
之
、
絲
亦
偁
綫
。」（
鄭
司
農
、『
周
禮
注
』
に
曰
く
、「
綫
は
、

縷
な
り
。」
と
。
此
れ
本
と
布
あ
さ
ぬ
の
の
綫い
と

を
謂
ふ
。
こ
れ
を
引
申
し
て
、
絲
き
ぬ
い
と
も

亦
た
綫い
と

と
偁
す
。）
と
、
鄭
司
農
の
『
周
禮
注
』
を
引
い
て
、「
綫
」
は
も
と

も
と
麻
布
を
織
る
麻
糸
だ
け
を
指
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
引
申
し
て
絹
織
物

を
織
る
絹
糸
（
絲
）
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
、「
縷
」
が
「
綫
」

で
あ
り
、「
綫
」
が
「
縷
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
互
訓
で
あ
る
か
ら
、

「
縷
」
も
「
綫
」
も
麻
糸
絹
糸
の
両
方
を
指
し
示
し
得
る
と
い
う
結
論
に
導

く
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
麻
糸
な
の
か
絹
糸
な
の
か
、「
布
（
麻
布
）」
な
の

か
「
帛
（
絹
織
物
）」
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、『
說
文
』
糸
部
の
構
成
及
び

親
字
の
配
列
と
関
係
が
あ
り
、
段
注
も
糸
部
の
文
字
相
互
に
言
及
し
、
麻
か

帛
の
ど
ち
ら
か
な
の
か
、
麻
と
帛
の
両
方
な
の
か
傾
注
し
て
い
る
。

五
の
三
、
糸
部
の
構
成
（
一
）「
麻
」「
帛
」「
縷
」「
絲
」
及
び
色
柄
織
物
に

つ
い
て

　

本
節
で
は
、
糸
部
の
構
成
の
う
ち
、
麻
と
絹
に
関
す
る
文
字
に
つ
い
て
見

て
い
く
。
次
節
で
は
縱
糸
、
横
糸
、
色
彩
に
つ
い
て
の
説
解
を
取
り
上
げ
段

注
と
と
も
に
論
じ
る
。

　
「
織
」
の
段
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
【
段
注
】

　
　

布
者
麻
縷
所
成
、
帛
者
絲
所
成
、
作
之
皆
謂
之
織
。
許
此
部
別
布
於

絲
。
自
「
緝
」
篆
至
「
絣
」
篆
二
十
六
字
皆
言
「
布
」
也
。
而
有
不
可

分
者
、
如
「
織
」
篆
、
是
也
。
經
與
緯
相
成
曰
「
織
」。

　
【
段
注
訓
読
】

　
　
「
布
」
は
麻あ
さ
い
と縷
の
成
す
と
こ
ろ
、「
帛
」
は
絲
き
ぬ
い
と
の
成
す
と
こ
ろ
、
こ
れ

を
作
る
は
皆
な
こ
れ
を
「
織
」
と
謂
ふ
。
許
、
此
の
部
、「
布
あ
さ
ぬ
の

」
を

「
絲
き
ぬ
い
と

」
よ
り
別
つ
。「
緝
」
篆
（
荅
）
自
り
「
絣
」
篆
（
繼
）
に
至
る

二
十
六
字
は
、
皆
な
「
布
」
を
言
ふ
な
り
。
し
か
し
て
分
か
つ
べ
か
ら

ざ
る
も
の
有
り
、「
織
」
篆
（
裘
）
の
如
き
、
是
れ
な
り
。
經
た
て
い
とと

緯
よ
こ
い
と

と
相
ひ
成
す
を
ば
「
織
」
と
曰
ふ
。

　
【
段
注
訳
文
】

　
　
「
布
」
と
は
麻あ
さ
い
と縷
で
織
り
成
し
た
も
の
、「
帛
」
と
は
絲
き
ぬ
い
と
で
織
り
成
し

た
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
作
る
こ
と
を
い
ず
れ
も
「
織
」
と
言
う
。
許
愼

は
こ
の
糸
部
で
「
布
あ
さ
ぬ
の」

を
「
絲
き
ぬ
い
と」

と
区
別
し
て
い
る
。「
緝
（
荅
）」
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か
ら
「
絣
（
繼
）」
ま
で
の
二
十
六
字
は
、
す
べ
て
「
布
」
に
関
わ
り

の
あ
る
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
区
別
し
き
れ
な
い

文
字
が
あ
り
、
例
え
ば
「
織
（
裘
）」
と
い
う
文
字
が
そ
う
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
糸
を
用
い
る
か
に
拘
わ
ら
ず
、
經
た
て
い
とと
緯
よ
こ
い
とと
を
交
互
に
し

て
作
成
す
る
こ
と
を
「
織
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
緝
」
字
に
つ
い
て
の
説
解
「
荅
、
績
也
。」（
荅
は
、
績
な
り
。）

の
段
注
に
、

　
【
段
注
】

　
　

自
「
緝
」
篆
至
「
絣
」
篆
、
皆
說
麻
事
。
麻
事
與
蠶
事
相
似
。
故
亦

从
）
12
（
糸
。

　
　

凡
麻
枲
先
分
其
仞
與
皮
曰
啾
。
因
而
漚
之
。
取
所
漚
之
麻
而
夊
之
。
夊

之
爲
言
瞋
也
。
瞋
纖
爲
効
。
析
其
皮
如
絲
。
而
撚
之
。
而
𠟪
之
。
而
續

之
。
而
後
爲
縷
。
是
曰
績
。
亦
曰
緝
。
亦
絫
言
緝
績
。

　
【
段
注
訓
読
】

　
　
「
緝
」
篆
（
荅
）
自
り
「
絣
」
篆
（
繼
）
に
至
る
ま
で
、
皆
な
麻
の
事

を
說
く
。
麻
の
事
と
蠶
の
事
と
は
相
ひ
似
る
。
故
に
亦
た
「
糸
ほ
そ
き
ぬ
い
と
」

に
从
ふ
。

　
　

凡
そ
麻あ

さ枲
は
、
先
づ
其
の
仞
と
皮
と
を
分
か
つ
、
啾は
い

と
曰
ふ
。
因
り
て

こ
れ
を
漚ひ
た

す
。
漚
す
と
こ
ろ
の
麻
を
取
り
て
こ
れ
を
夊お
さ

む
。「
夊は
い

」
の

言
を
爲
す
や
「
瞋
」
な
り
。
瞋
纖
な
る
を
効
と
爲
す
。
其
の
皮
を
析わ
か

つ

こ
と
、
絲
き
ぬ
い
と

の
如
し
。
し
か
し
て
こ
れ
を
撚よ

る
。
し
か
し
て
こ
れ
を
牌つ

ぐ
。
し
か
し
て
こ
れ
を
續つ
む

ぐ
。
し
か
る
後
に
縷
あ
さ
い
と
と
爲
す
。
是
れ
を
ば

「
績
」
と
曰
ふ
。
亦
た
「
緝
」
と
曰
ふ
。
亦
た
絫る
い

言げ
ん

し
て
「
緝
績
」
と

言
ふ
。

　
【
段
注
訳
文
】

　
　
「
緝
（
荅
）」
か
ら
「
絣
（
繼
）」
ま
で
は
、
す
べ
て
麻
の
事
を
解
説
し

て
い
る
。
麻
か
ら
麻
糸
を
作
る
作
業
と
蠶
か
ら
絹
糸
を
作
る
作
業
と
は

似
て
い
る
。
だ
か
ら
「
緝
」
も
ま
た
「

糸
ほ
そ
き
ぬ
い
と

」
を
義
符
と
す
る
の
で

あ
る
。

　
　

総
じ
て
麻あ

さ枲
は
、
先
づ
そ
の
茎
と
皮
と
を
分
け
る
。
そ
れ
を
啾は
い

と
言

う
。
そ
の
次
に
啾
を
漚ひ
た

す
。
漚
し
た
麻
を
取
っ
て
、
こ
れ
を
夊お
さ

め
る
。

「
夊
」
と
い
う
理
由
は
「
瞋
」
と
音
義
が
相
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
微

細
で
繊
細
な
も
の
は
出
来
が
良
い
。
そ
の
皮
を
細
く
裂
い
て
絲
き
ぬ
い
と
の
よ

う
に
細
く
す
る
。
次
に
撚よ

る
。
次
に
牌つ

ぐ
。
次
に
續つ
む

ぐ
。
そ
う
し
た
後

に
縷
あ
さ
い
と

と
な
る
。
こ
れ
を
「
績
」
と
言
い
、
ま
た
「
緝
」
と
も
言
う
。

ま
た
、
連
語
に
し
て
「
緝
績
」
と
も
言
う
。

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
、「
緝
」
の
小
篆
よ
り
「
絣
」
の
小
篆
ま
で
は
、
い
ず

れ
も
「
麻
」
に
関
係
す
る
文
字
を
説
解
し
て
い
る
と
、
重
ね
て
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、
麻
糸
の
製
造
工
程
を
仔
細
に
記
し
て
い
る
。「
麻
」
を
敢
え

て
「
麻
枲
」
と
累
言
し
て
い
る
の
は
、『
說
文
解
字
』
の
説
解
で
、「
麻
、
枲

也
」（
麻
は
枲し

な
り
）、「
枲
、
麻
也
」（
枲
は
麻
な
り
）
と
互
訓
に
な
っ
て
い
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る
こ
と
、「
夊
」
の
説
解
に
「
夊
、
分
枲
仞
皮
也
」（
夊
は
枲
の
仞
皮
を
分
つ

な
り
）
と
あ
り
、「
麻
」
と
言
わ
ず
「
枲
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。「
麻
枲
」
か
ら
幾
つ
か
の
工
程
を
経
て
、
最
終
的
に
「
縷
」

と
な
る
。
そ
の
「
縷
」
を
「
績
」
と
も
呼
び
、「
緝
」
と
も
呼
び
、
累
言
し

て
「
緝
績
」
と
も
呼
ぶ
。
こ
こ
ま
で
で
、「
縷
」「
績
」「
緝
」「
緝
績
」
が
全

て
「
麻
糸
」
を
表
す
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

段
注
の
「
夊
之
爲
言
瞋
也
。
瞋
纖
爲
効
。」
は
、
許
愼
の
「
夊
」
字
の
説

解
を
引
い
て
い
る
。「
甲
之
爲
言
乙
也
」
の
形
は
、
先
に
指
摘
し
た
「
甲
之

言
乙
也
」
と
同
じ
く
音
訓
で
あ
る
こ
と
を
標
示
し
て
い
る
。
後
漢
の
時
代
に

大
い
に
流
行
し
た
音
訓
（
声
訓
）
と
い
う
訓
詁
の
原
理
を
許
愼
も
『
說
文
解

字
』
の
説
解
で
多
用
し
て
い
る
。
段
玉
裁
は
「
夊
」
の
説
解
に
「
麻
」
で
は

な
く
「
枲
」
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
だ
け
で
な
く
、

「
夊
」
の
義
を
考
え
る
上
で
も
、「
夊
」
と
音
の
近
似
し
て
い
る
「
微
」
の

「
細
小
」、「
精
妙
」
の
義
を
も
っ
て
「
夊
」
の
義
を
説
明
し
た
許
愼
の
音
訓

の
流
儀
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
夊
」
は
『
廣
韻
』
で

は
「
匹
卦
切
」
卦
韻
、「
微
」
は
「
無
非
切
」
微
韻
で
あ
り
、
段
玉
裁
の

『
六
書
音
韵
表
』
で
も
「
夊
」
は
第
十
六
部
、「
微
」
は
第
十
五
部
の
異
な
る

部
に
属
し
て
い
る
。
十
七
部
の
う
ち
で
は
比
較
的
近
似
し
た
韻
で
は
あ
る
が

異
な
る
部
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
段
玉
裁
は
意
図
的
に
許
愼
の
説
解
を
注
に
取
り
込
ん

だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
ま
た
、「
絣
」
字
の
説
解
、「
繼
、
氐
人
殊
縷
布
也
。」（
繼
は
、
氐

人
の
殊
縷
の
布
な
り
。）
に
注
し
て
、

　
【
段
注
】

　
　

漢
武
都
郡
、
應
劭
曰
「
故
白
馬
氐
）
13
（

羌
。」『
華
陽
國
志
』
曰
、「
武
都
郡

有
氐
傁
）
14
（

。」

　
　

殊
縷
布
者
、
蓋
殊
其
縷
色
而
相
閒
織
之
。
絣
之
言
騈
也
。

　
【
段
注
訓
読
】

　
　

漢
の
武
都
郡
、
應
劭
、
曰
く
、「
故
の
白
馬
氐て
い
き
よ
う

羌
な
り
」
と
。

　
　
『
華
陽
國
志
』
に
曰
く
、「
武
都
郡
に
氐て
い
そ
う傁

有
り
」
と
。

　
　

殊
縷
布
は
、
蓋
し
其
の
縷
色
を
殊
に
し
て
相
ひ
閒ま
ぢ

え
こ
れ
を
織
る
。

「
絣
」
の
言
は
「
騈
」
な
り
。

　
【
段
注
訳
文
】

　
　

漢
の
武
都
郡
に
つ
い
て
、『
漢
書
注
』
で
應
劭
が
「
古
の
白
馬
氐
羌
で

あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
『
華
陽
國
志
』
で
は
「
武
都
郡
に
は
、
氐
傁
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い

る
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
　

殊
縷
布
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
布
を
織
る
糸
の
色
を
一
色
で

は
な
く
異
な
る
色
を
用
い
て
そ
れ
ら
を
た
が
い
ち
が
い
に
織
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
「
絣
」
と
い
う
か
と
い
う
と
、
二
頭
立
て
の
馬
車
を

駕
す
こ
と
を
表
す
「
騈
」
と
音
義
が
相
通
じ
る
こ
と
か
ら
「
ふ
た
つ
並

べ
る
」
意
を
表
す
の
で
あ
る
。

124

十
二



『
説
文
解
字
』「
許
敍
」段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察（
田
村（
大
田
））

と
言
っ
て
い
る
。
麻
に
関
係
す
る
二
十
六
字
の
ま
と
ま
り
の
最
後
の
二
十
六

字
目
は
、
漢
民
族
で
は
な
い
、
お
そ
ら
く
は
馬
の
飼
育
、
乗
馬
に
長
け
て
い

た
で
あ
ろ
う
異
民
族
の
「
氐
（
羌
人
）」
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
が
織
っ
て
い

た
、
色
の
異
な
る
麻
糸
を
用
い
て
織
り
成
し
た
布
を
表
す
「
絣
」
字
で
あ
っ

た
。
色
の
異
な
る
麻
糸
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
合
い
を

出
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ひ
と
か
せ
の
糸
を
段
染
め
に
し
た

と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
複
雑
な
色
彩
に
仕
上
が
っ
た
織
物
が
で
き
た
で
あ
ろ

う
。
日
本
及
び
そ
の
周
辺
諸
国
の
「
絣か
す
り」

に
類
似
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
織
物
を
な
ぜ
「
絣
」
と
呼
び
な
す
か
、
の

説
明
原
理
で
あ
る
。「
絣
」
の
音
と
「
騈
」（『
說
文
』
に
お
け
る
本
義
は

「
二
馬
を
駕
す
こ
と
」。
つ
ま
り
二
頭
立
て
の
馬
車
。
馬
が
二
頭
並
ん
で
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
転
じ
て
列
べ
る
、
並
ぶ
の
意
。）
の
音
が
近
似
し
て
い
る
こ

と
を
根
拠
と
し
て
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
な
ら
ぶ
・
な
ら
べ
る
」
と

い
う
意
味
を
「
幷
」
と
い
う
形
と
そ
の
音
が
と
も
に
担
っ
て
い
て
、
並
ぶ
も

の
が
「
馬
」
な
ら
部
首
は
「
馬
」、「
糸
」
な
ら
部
首
は
「
糸
」
と
い
う
関
係

性
を
、「
甲
之
言
乙
也
」
と
い
う
形
式
で
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
周
知
の

よ
う
に
清
朝
考
證
学
に
特
徴
的
な
「
因
聲
求
義
」
で
あ
り
、「
右
文
説
」、
さ

ら
に
「
音
訓
」
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
音
と
意
味
と
に
必
然
的
な
関

係
が
あ
る
と
い
う
中
国
古
来
の
考
え
方
で
あ
る
。
音
符
「
幷
」
の
小
篆
は

「
忸
」
で
、
上
に
「
人
が
二
人
並
ん
で
お
り
（
叶
）」、
下
に
「
二
本
の
干
が

構
え
の
上
に
平
衡
に
載
っ
て
い
る
形
（
徨
）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
奇
し
く

も
、
縦
糸
に
横
糸
を
渡
し
交
互
に
織
り
成
す
形
を
連
想
さ
せ
）
15
（

る
。

五
の
四
、
縦
糸
・
横
糸
・
色
彩
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、「
文
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
織

物
の
縦
糸
、
横
糸
、
色
彩
に
つ
い
て
『
說
文
解
字
』
及
び
段
注
で
ど
の
よ
う

な
記
述
を
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
。

五
の
四
の
一
、
縦
糸
と
横
糸

　
『
說
文
』
の
糸
部
の
前
半
は
、
お
お
ま
か
に
言
っ
て
、
絹
糸
に
関
す
る
文

字
、
麻
糸
絹
糸
を
兼
ね
る
文
字
、
麻
糸
に
関
す
る
文
字
、
絹
織
物
の
色
に
関

す
る
文
字
の
順
番
に
親
字
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
、
縦
糸
、
横
糸
に
関

わ
る
文
字
、「
經
」
と
「
緯
／
葮
」
に
も
言
及
が
あ
る
。「
經
」
は
絹
糸
に
関

わ
る
、
説
解
に
「
蠶
「
繭
」「
絲
」
の
う
ち
ど
れ
か
が
入
っ
て
い
る
文
字
群

の
後
に
置
か
れ
て
い
る
。「
緯
」
は
、
織
機
で
機
を
織
る
こ
と
に
関
わ
る
文

字
、
か
つ
、
麻
に
も
絹
に
も
共
通
で
用
い
ら
れ
る
文
字
、
す
な
わ
ち
「
織
」

か
ら
「
臻
」
の
後
、
そ
し
て
、
本
節
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
繢
」
の
直
前
に
置
か

れ
て
い
る
。
こ
の
順
序
に
は
意
味
が
あ
る
。
絹
糸
の
話
を
す
る
と
き
に
は
糸

は
一
本
で
よ
い
。
一
本
の
縦
糸
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
。
し
か
し
、
布
地
を
織

る
と
な
っ
た
ら
、
麻
布
に
せ
よ
絹
織
物
に
せ
よ
、
横
糸
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
後
に
「
繢
」
が
問
題
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
順
序
に
は
意
味
が
あ

る
。

　

ま
ず
、
縦
糸
と
横
糸
に
つ
い
て
の
説
解
と
段
注
を
確
認
す
る
。
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【
説
解
】

　
　

聚
、
織
從
絲
也
。

　
【
説
解
訓
読
】

　
　

聚
は
、
織
の
從た
て
い
と絲
な
り
。

　
【
説
解
訳
文
】

　
　

聚
と
い
う
の
は
、
織
物
の
縱
糸
で
あ
る
。

　
【
段
注
】

　
　
「
從
絲
」
二
字
、
依
『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
二
十
六
）
16
（

補
。

　
　

古
謂
「
橫
直
」
爲
「
衡
從
」。『
毛
詩
』
云
「
衡
從
其
）
17
（
畝
」
是
也
。

　
　

字
本
不
作
「
縱
」、
後
人
妄
以
代
之
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

織
尾
「
從
絲
」
謂
之
「
經
」。
必
先
有
「
經
」
而
後
有
「
緯
」。

　
　

是
故
「
三
）
18
（

綱
」「
五
）
19
（

常
」「
六
）
20
（

藝
」
謂
之
天
地
之
常
經
。

　
　
『
大
戴
禮
』
曰
、「
南
北
曰
經
、
東
西
曰
）
21
（
緯
。」

　
　
　
（
後
略
）

　
【
段
注
訓
読
】

　
　
「
從
絲
」
の
二
字
は
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
百
二
十
六
に
依
り
て
補
ふ
。

　
　

古
は
「
橫
直
」
を
謂
ひ
て
「
衡
從
」
と
爲
す
。『
毛
詩
』
に
「
其
の
畝

を
衡よ
こ

に
し
從た
て

に
す
」
と
云
ふ
、
是
れ
な
り
。

　
　

字
、
本
と
は
「
縱
」
に
作
ら
ず
。
後
人
、
妄
り
に
以
て
こ
れ
に
代
ふ
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

織
尾
の
「
從
絲
」、
こ
れ
を
「
經
」
と
謂
ふ
。
必
ず
先
づ
「
經
」
有
り

て
後
に
「
緯
」
有
り
。

　
　

是
の
故
に
、「
三
綱
」「
五
常
」「
六
藝
」
こ
れ
を
天
地
の
常
經
と
謂
ふ
。

　
　
『
大
戴
禮
』
に
曰
く
、「
南
北
は
經
と
曰
ひ
、
東
西
は
緯
と
曰
ふ
。」

　
　
　
（
後
略
）

　
【
段
注
訳
文
】

　
　
「
從
絲
」
の
二
字
は
『
太
平
御
覽
』
巻
八
百
二
十
六
に
依
っ
て
補
っ
た
。

　
　

古
は
「
橫
直
」
の
こ
と
を
「
衡
從
」
と
言
っ
た
。『
毛
詩
』
に
「
麻
畑
の
畝

を
横
に
縦
に
く
ま
な
く
耕
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　
　

文
字
は
も
と
は
「
縱
」
と
は
作
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
後
の
時
代
の

人
が
闇
雲
に
「
縱
」
と
い
う
字
に
代
え
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

織
り
糸
の
う
ち
の
縦
糸
を
「
經
」
と
言
う
。
織
物
を
織
る
と
き
は
、
必

ず
ま
ず
先
に
「
經
」（
縦
糸
）
を
張
っ
て
か
ら
、
そ
れ
か
ら
「
緯
」（
横

糸
）
を
左
右
に
通
し
て
織
っ
て
い
く
も
の
だ
。

　
　

だ
か
ら
、「
三
綱
」
や
「
五
常
」
や
「
六
藝
」
な
ど
を
天
地
の
「
常

經
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
『
大
戴
禮
』
に
は
、「
南
北
を
經
と
言
い
、
東
西
を
緯
と
言
う
。」
と

言
っ
て
い
る
。

　
　
　
（
後
略
）

　

次
に
横
糸
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
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【
説
解
】

　
　

萠
、
織
衡
絲
也
。

　
【
説
解
訓
読
】

　
　

萠
は
、
織
の
衡よ
こ

絲
な
り
。

　
【
説
解
訳
文
】

　
　

萠
と
は
、
織
物
の
横
糸
で
あ
る
。

　
【
段
注
】

　
　
「
衡
」、
各
本
作
「
橫
」。
今
正
。
凡
漢
人
用
字
皆
作
「
從
衡
」。

　
　

許
曰
、「
橫
、
闌
足
也
。」
不
對
「
植
」
者
言
也
。

　
　

云
「
織
衡
絲
」
者
、
對
上
文
「
織
從
絲
」
爲
言
。

　
　

故
言
「
絲
」
以
見
「
縷
」。

　
　
「
經
」
在
軸
、「
緯
」
在
杼
。
木
部
曰
、「
杼
、
機
之
持
緯
者
也
。」

　
　

引
申
爲
凡
交
會
之
稱
。
漢
人
左
右
六
經
之
書
謂
之
祕
緯
。

　
【
段
注
訓
読
】

　
　
「
衡
」
は
、
各
本
「
橫
」
に
作
る
。
今
、
正
す
。
凡
そ
漢か
ん
ぴ
と人

の
用
字

は
、
皆
な
「
從
衡
」
に
作
る
。

　
　

許
曰
く
「
橫
は
、
闌
足
な
り
。」（
※
田
村
注
：
本
稿
の
基
く
テ
キ
ス
ト

で
は
「
橫
、
闌
木
也
」
に
作
る
。）「
植
」
な
る
も
の
に
對
し
て
は
こ
れ

を
言
は
ざ
る
な
り
。

　
　
「
織
の
衡よ
こ
い
と絲
」
と
云
ふ
も
の
は
、
上
文
の
「
織
の
從た
て
い
と絲
」
に
對
し
て
言

を
爲
す
。
故
に
「
絲
」
を
言
ひ
て
以
て
「
縷
」
を
見
は
す
。

　
　
「
經
」
は
軸
に
在
り
、「
緯
」
は
杼ひ

に
在
り
。
木
部
に
曰
く
、「
杼
は
、

機
の
緯
を
持
つ
も
の
な
り
。」
と
。

　
　

引
申
し
て
凡
そ
交
會
す
る
の
稱
と
爲
す
。
漢
人
は
、
六
經
を
左た
す
く右
る
の

書
、
こ
れ
を
祕
緯
と
謂
ふ
。

　
【
段
注
訳
文
】

　
　
「
衡
」
は
、
各
版
本
で
は
「
橫
」
と
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
正
し

た
。
総
じ
て
漢
人
の
用
字
で
は
「
縱
橫
」
で
は
な
く
「
從
衡
」
と
作
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
　

許
愼
は
木
部
で
「
橫
と
は
、
門
の
よ
う
に
遮
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

説
解
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
橫
」
は
、
門
柱
の
よ
う
に
直
立
し
た
木

を
表
す
「
植
」
字
と
相
対
す
る
文
言
で
は
な
い
。

　
　
「
織
物
の
衡
絲
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
上
文
の
「
經
」
に
つ
い
て
の

説
解
、「
織
物
の
從
絲
」
と
相
対
し
た
文
言
で
あ
る
。「
た
て
」
を
表
す

文
字
は
「
從
」、「
よ
こ
」
を
表
す
文
字
は
「
衡
」
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、（「
織
從
絲
」「
織
衡
絲
」
と
だ
け
言
い
、「
織
從
縷
」「
織
衝
縷
」

と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
糸
の
素
材
に
関
係
な
く
、「
た
て

い
と
」「
よ
こ
い
と
」
が
説
明
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
、）「
絲
」（
絹
糸
）

と
言
う
こ
と
で
「
縷
」（
麻
糸
）
も
包
括
し
て
表
し
て
い
る
。

　
　
「
經
」（
縦
糸
）
は
機
織
り
機
の
軸
に
ぴ
ん
と
張
り
、「
緯
」（
横
糸
）
を

杼
に
通
し
て
縦
糸
の
間
を
く
ぐ
ら
せ
る
。『
說
文
』
木
部
に
、「
杼
は
、

機
織
り
機
の
緯
（
横
糸
）
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
言
っ
て
い

る
。
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こ
の
も
と
も
と
の
「
横
糸
」
と
い
う
本
義
を
引
き
申
し
て
、
総
じ
て
交

会
す
る
も
の
の
名
称
と
し
て
「
緯
」
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
人

は
六
経
を
輔
佐
す
る
書
の
こ
と
を
「
祕
緯
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
「
緯
」
字
の
次
に
は
、
同
じ
く
横
糸
を
表
す
文
字
と
し
て
「
葮
」
が
配
列

さ
れ
て
い
る
。

　
【
説
解
】

　
　

葮
、
緯
也
。

　
【
説
解
訓
読
】

　
　

葮
は
、
緯
な
り
。

　
【
説
解
訳
文
】

　
　

葮
は
横
糸
で
あ
る
。

　
【
段
注
】

　
　

此
亦
兼
布
帛
言
之
也
。

　
　
「
緯
」
亦
稱
「
葮
」
者
、
語
之
轉
也
。「
微
」「
文
」
二
部
、
每
互
）
22
（

轉
。

　
　
『
爾
雅
』「
百
羽
謂
之
葮
）
23
（

。」
古
本
反
。

　
　

按
、
此
「
葮
」
字
、
正
許
書
「
㯻
」
字
之
叚
）
24
（
借
。『
玉
篇
』
云
、「
葮
、

大
束
）
25
（

也
」、
是
也
。

　
【
段
注
訓
読
】

　
　

此
れ
も
亦
た
布
帛
を
兼
ね
て
こ
れ
を
言
ふ
な
り
。

　
　
「
緯い

」
も
亦
た
「
葮こ
ん

」
と
稱
す
る
も
の
は
、
語
の
轉
な
り
。「
微
」「
文
」

二
部
は
、
每
互
に
轉
ず
。

　
　
『
爾
雅
』
に
「
百
羽
、
こ
れ
を
葮
と
謂
ふ
」
と
あ
り
。
古
本
の
反
。

　
　

按
ず
る
に
、
此
の
「
葮
」
字
は
、
正
し
く
は
許
書
の
「
㯻
」
字
の
叚
借

な
り
。『
玉
篇
』
に
「
葮
は
大
束
な
り
」
と
云
ふ
。
是
れ
な
り
。

　
【
段
注
訳
文
】

　
　

こ
れ
も
「
織
」
と
同
様
に
、
麻
布
と
絹
織
物
を
兼
ね
て
言
っ
て
い
る
。

　
　
「
緯
」
と
称
し
「
葮
」
と
も
称
す
る
の
は
語
音
の
転
訛
で
あ
る
。「
微
」

部
と
「
文
」
部
の
二
部
は
、
お
互
い
に
語
音
の
転
訛
を
起
こ
す
。

　
　
『
爾
雅
』
に
「
羽
百
枚
の
大
き
な
束
を
葮
と
言
う
。」
と
あ
る
。「
葮
」

は
古
本
の
反
で
あ
る
か
ら
、
音
は
「
コ
ン
」。

　
　

わ
た
し
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
「
葮
」
字
は
、
正
確
に
い
う

と
、
許
愼
が
親
字
と
し
た
「
㯻
」（
痾
）
字
の
叚
借
で
あ
る
。『
玉
篇
』

に
「
葮
、
大
束
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。

　

以
上
、
こ
こ
ま
で
、
縱
糸
と
横
糸
を
め
ぐ
る
文
字
の
説
解
と
段
注
を
見
て

き
た
。
段
注
に
は
あ
る
種
の
癖
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
説
解
の
注
と
い
う
形
を

借
り
て
、
段
玉
裁
独
自
の
説
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
、
或
い
は
自
説
を
強
化

す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
、
そ
の
よ
う
な
側
面
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
、
末
尾
に
付
し
た
注

も
合
わ
せ
て
微
少
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
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小
結

　

本
稿
で
は
、
冒
頭
に
記
し
た
問
い
、
①
な
ぜ
「
考
工
記
」
の
「
靑
與
赤
謂

之
文
」
を
引
い
た
の
か
（
例
え
ば
『
廣
韻
』
で
は
す
で
に
直
截
に
「
文
、
文

章
也
。
又
美
也
。
善
也
。
兆
也
。」
と
言
い
、「
慙
、
靑
與
赤
雜
。」
と
言
っ

て
い
る
）、
②
な
ぜ
「
文
」
と
「
慙
」
と
の
違
い
を
本
義
に
戻
っ
て
説
明
し

よ
う
と
し
た
の
か
、
を
探
る
た
め
に
、
そ
も
そ
も
「
文
」
と
は
何
か
、
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
を
構
成
す
る
「
文
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

目
的
で
、
そ
の
素
材
と
な
る
糸
（
麻
糸
と
絹
糸
）
と
織
物
（
麻
布
と
絹
織

物
）、
そ
の
基
本
に
な
る
縦
糸
と
横
糸
に
つ
い
て
、
説
解
と
段
注
を
見
て
き

た
。
迂
遠
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、「
文
」
の
本
質
を
追
究
す
る
に
は
、
前
掲

の
拙
論
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
古
の
始
め
に
は
絵
画
も
刺
繍
も
文
字
も

全
て
一
類
の
「
施
色
の
工
」
と
見
な
す
こ
と
が
妥
当
な
出
発
点
と
な
る
。
そ

し
て
、
そ
の
延
長
上
に
、
糸
と
織
物
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
文
」
の
本
質
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
考
え
る
。
換
言
す
る
と
、
前
掲
の
拙
稿
（
上

篇
）
で
は
、
絵
画
な
ど
の
平
面
上
の
二
次
元
世
界
に
お
け
る
「
文
」
を
、
本

稿
（
中
篇
）
で
は
、
織
物
と
い
う
三
次
元
世
界
に
お
け
る
「
文
」
の
あ
り
よ

う
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
次
稿
（
下
篇
）
で
は
、
色
彩
を
表
す
「
帛
」

の
名
称
へ
と
論
を
進
め
、「
文
」
と
「
慙
」
の
本
義
に
段
玉
裁
が
言
及
し
た

理
由
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

　

次
稿
は
本
稿
の
続
き
か
ら
、
五
の
四
の
二
、
麻
布
か
絹
織
物
か
、
五
の
四

の
三
、
帛
の
色
に
つ
い
て
、
六
、「
文
」
と
「
慙
」
に
つ
い
て
、
七
、
許
愼

の
「
文
」
の
定
義
を
引
用
し
た
意
味
に
つ
い
て
へ
と
論
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。 

（
続
）

注（
1
） 「
交
文
」
は
、「
文
」
字
の
説
解
以
外
に
も
『
說
文
』
中
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
网
」
字
の
説
解
に
、「
逹
、
庖
犧
氏
所
結
繩
護
田
護
漁
也
。
从
冖
。
下
象
网
交
文
。」

（
逹
は
、
庖
犧
氏
の
繩
を
結
び
て
護も
つ

て
田
つ
く
り
護
て
漁
す
る
と
こ
ろ
な
り
。（
※
田

村
注
：
以
上
、『
周
易
』「
繫
辭
傳
」
の
文
。）
冖
に
从
ふ
。
下
は
网あ
み

の
交
文
に
象

る
。）
と
あ
り
、
ま
た
、「
鬲
」
字
の
説
解
に
、「
鼠
、
鼎
屬
也
。
實
五
觳
。
斗
二
升

曰
觳
。
象
腹
交
文
三
足
。」（
鼠
は
、
鼎
の
屬
な
り
。
五
觳こ

く

を
實み

た

す
。
斗
二
升
を
ば
、

觳
と
曰
ふ
。
腹
の
交
文
、
三
足
に
象
る
。）
と
あ
り
、
段
玉
裁
は
「
上
象
其
口
、
欝

象
腹
交
文
、
下
象
三
足
也
。」（
上
は
其
の
口
に
象
り
、
欝
は
腹
の
交
文
に
象
り
、

下
は
三
足
に
象
る
な
り
。）
と
言
っ
て
い
る
。（
※
田
村
注
：「
欝
」
は
「
爻
（
李
）」

字
の
上
部
で
あ
る
。
ま
た
、「
文
」
字
の
下
部
、「
交
」
字
の
下
部
は
、「
爻
」
字
の

下
部
「
乂
（
臼
）」
と
共
通
し
て
い
る
。）「
文
」
を
解
字
す
る
と
、
交
わ
る
線
（
織

物
の
縦
糸
と
横
糸
、
平
面
上
の
線
、
文
字
の
筆
画
な
ど
）
の
頭
、
つ
ま
り
始
ま
り
の

部
分
で
あ
り
、「
交
」
を
解
字
す
る
と
、
二
手
に
分
か
れ
た
二
本
の
線
（
ま
た
は
二

手
に
分
か
れ
た
線
の
束
）
が
再
び
交
わ
る
形
、「
爻
」
は
交
差
を
繰
り
返
す
形
と
解

釈
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、「
文
」
は
「
交
文
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
、
単
な
る

同
語
反
復
で
は
な
く
、
織
物
に
喩
え
れ
ば
、
縦
糸
と
横
糸
が
交
差
し
始
め
る
最
初
の

織
り
始
め
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
最
初
に
交
わ
り
始
め
る
形
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
解
釈
は
、「
五
の
一
、
繢
に
つ
い
て
」
で
論
じ
る
、「
繢
」
字
に
始
ま
る

糸
部
の
文
字
に
つ
い
て
の
議
論
に
繋
が
っ
て
い
く
。

（
2
） 
こ
の
二
句
は
『
周
易
』「
繫
辭
上
」
の
文
。「
方
以
類
聚
、
物
以
羣
分
、
吉
凶
生
也
」

（
方
は
類
を
以
て
聚
め
、
物
は
羣
を
以
て
分
か
て
ば
、
吉
凶
、
生
ず
る
な
り
」
と
あ

る
。
韓
康
伯
の
注
に
、「
方
有
類
、
物
有
羣
、
則
有
同
有
異
、
有
聚
有
分
也
。
順
其
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所
同
則
吉
、
乖
其
所
異
則
凶
。
故
吉
凶
生
矣
。」（
方
に
類
有
り
、
物
に
羣
有
れ
ば
、

則
ち
同
じ
き
有
り
、
異
な
る
有
り
、
聚
ま
る
有
り
、
分
る
る
有
る
な
り
。
そ
の
同
じ

き
と
こ
ろ
に
順
じ
れ
ば
則
ち
吉
、
そ
の
異
な
る
と
こ
ろ
に
乖そ
む

け
ば
則
ち
凶
な
り
。
故

に
、
吉
凶
、
生
ず
る
な
り
。）
と
あ
る
。

（
3
） 

こ
の
句
は
『
周
易
』「
繫
辭
下
」
の
文
。「
子
曰
、
乾
坤
其
易
之
門
邪
。
乾
、
陽
物

也
。
坤
、
陰
物
也
。
陰
陽
合
德
而
剛
柔
有
體
。
以
體
天
地
之
撰
、
以
通
神
明
之
德
。

其
稱
名
也
、
雜
而
不
越
。」（
子
、
曰
く
、
乾
坤
は
其
れ
易
の
門
な
る
や
。
乾
は
、
陽

物
な
り
。
坤
は
、
陰
物
な
り
。
陰
陽
、
德
を
合
は
せ
て
剛
柔
、
體
有
り
。
以
て
天
地

の
撰か
ず

を
體

か
た
ち
づ
く
り
、
以
て
神
明
の
德
に
通
ず
。
其
の
名
を
稱
す
る
や
、
雜
り
て
越
へ

ず
。）
と
あ
る
。「
雜
而
不
越
」
と
は
、
韓
康
伯
の
注
に
よ
れ
ば
、「
備
物
極
變
、
故

其
名
雜
也
。
各
得
其
序
、
不
相
踰
越
」（
備
物
は
極
變
す
。
故
に
其
の
名
は
雜ま
じ

る
な

り
。
各
々
其
の
序
を
得
て
、
相
ひ
踰
越
せ
ず
）、
す
な
わ
ち
、
万
物
は
様
々
に
変
化

す
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
表
す
名
称
は
雑
然
と
し
て
混
じ
り
あ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

に
は
法
則
が
あ
り
、
そ
の
法
則
に
則
の
つ
と

っ
て
互
い
に
則の

り

を
踰こ

え
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
部
分
の
主
旨
は
、
許
敍
末
尾
に
「
分
別
部
居
、
不
相
襍
廁
」（
分
別
し
て
部
居
せ

し
め
、
相
ひ
襍
廁
せ
ず
。）
と
あ
る
の
に
同
じ
い
。
分
別
し
て
五
百
四
十
部
と
な

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
首
に
属
す
る
文
字
が
互
い
に
部
首
を
越
え
て
雑
居
し
な
い
よ
う

に
配
置
し
た
と
い
う
こ
と
。

（
4
） 

こ
の
句
は
『
周
易
』「
繫
辭
下
」
の
「
窮
神
知
化
、
德
之
盛
也
」
に
依
る
。『
正
義
』

に
は
「
窮
極
微
妙
之
神
、
曉
知
變
化
之
道
。
乃
是
聖
人
德
之
盛
極
也
。」（
微
妙
の
神

を
窮
極
し
、
變
化
の
道
を
曉
知
す
。
乃
ち
是
れ
聖
人
の
德
の
盛
に
し
て
極
ま
れ
る
な

り
。）
と
あ
る
。

（
5
） 『
說
文
解
字
』
第
十
四
篇
下
の
最
後
、
亥
部
の
「
亥
」
字
に
つ
い
て
、
許
愼
は
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
蟹
、
幽
也
。
十
月
微
昜
起
接
盛
侌
。
从
二
。
二
、
古
文
上

字
也
。
一
人
男
、
一
人
女
也
。
从
愿
。
象
褱
子
咳
咳
之
形
也
。
…
…（
中
略
）…
…
亥

而
生
子
、
復
從
一
起
。」（
蟹
は
、
幽
な
り
。
十
月
、
微
昜
起
こ
り
盛
侌
に
接
す
。
二

に
从
ふ
。
二
は
、
古
文
の
「
上
」
字
な
り
。
一
人
は
男
、
一
人
は
女
な
り
。
愿
に
从

ふ
。
子
の
咳
咳
す
る
を
褱い
だ

く
の
形
に
象
る
な
り
。
…
…（
中
略
）…
…
「
亥
」
に
し
て

子
を
生
み
、
復
た
「
一
」
從よ

り
起
こ
る
。）「
亥
」
の
説
解
の
前
半
は
、
十
二
支
の
文

字
の
説
解
と
同
様
、
陽
の
気
と
陰
の
気
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
許

愼
は
「
亥
」
は
「
幽
」
で
あ
る
と
い
う
。「
幽
」
と
は
す
な
わ
ち
「
草
の
根
」
で
あ

り
、
十
月
に
は
、
根
に
下
り
て
い
た
陽
の
気
が
地
中
か
ら
微
か
に
起
こ
り
、
盛
ん
な

陰
の
気
に
接
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
説
解
の
後
半
は
、「
亥
」
字
の
構
造
に
つ
い

て
の
解
釈
で
、「
上
」
字
の
古
文
「
二
」
は
天
を
表
し
、
そ
の
下
に
男
女
が
い
る
。

そ
し
て
、
女
が
子
ど
も
を
懐
に
抱
き
、
子
ど
も
が
声
を
立
て
て
笑
っ
て
い
る
、
そ
の

形
に
象
っ
て
い
る
と
解
く
。
そ
し
て
最
後
に
、「
亥
」
は
男
と
女
が
い
て
子
が
生
ま

れ
、
そ
の
子
が
「
一
」
と
な
っ
て
始
め
に
戻
り
、
復
た
「
一
」
か
ら
始
ま
る
と
言
う
。

（
6
） 

後
の
『
廣
韻
』
に
は
「
繢
」
は
「
胡
對
切
」
と
あ
り
、「
遺
」
は
「
以
追
切
。
失

也
、
亡
也
、
贈
也
、
加
也
。
又
姓
。『
急
就
章
』
有
「
遺
餘
」。
又
、「
以
醉
切
」。」

と
あ
り
、
声
母
も
韻
母
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
段
玉
裁
の
『
六
書
音
韵
表
』
で
は

「
繢
」
も
「
遺
」
も
十
五
部
で
あ
る
。

（
7
） 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
南
宋
・
王
應
麟
撰
『
玉
海
』
二
〇
四

巻
附
刻
十
三
種
（
慶
元
路
儒
學
刊
、
至
元
六
年
）
所
収
の
『
急
就
篇
』（
漢
・
史
游

撰
、
唐
・
顏
師
古
注
、
宋
・
王
應
麟
補
注
）
巻
第
一
、
章
十
五
に
「
承
、
塵
、
戸
、

尠
、
犧
、
繢
、
縱
」
と
、
一
句
七
字
ひ
と
つ
の
類
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
） 

王
應
麟
の
補
注
に
は
「
碑
本
□
作
□
、
繢
作
墤
。
顏
本
縱
作
緫
。」
と
あ
る
。（
※
田

村
注
：
□
は
判
読
で
き
な
い
文
字
。）

（
9
） 

元
・
黃
公
紹
編
撰
、
元
・
熊
忠
擧
要
の
『
古
今
韻
會
擧
要
』
憒
韻
に
、「
繢
、『
說

文
』「
織
餘
也
。
一
曰
畫
也
。
从
糸
、
貴
聲
。」」
と
『
說
文
』
が
引
用
さ
れ
、
こ
こ

に
は
「
一
曰
畫
也
」
の
四
字
が
見
え
る
。

（
10
） 

段
注
で
言
う
「
此
卷
」
と
は
、
徐
鍇
の
『
說
文
解
字
繫
傳
』
の
巻
第
二
十
五
の
こ
と

で
、
糸
部
か
ら
卵
部
ま
で
が
闕
け
て
い
る
。
こ
の
巻
は
早
く
に
散
佚
し
、
古
く
宋
本

の
こ
ろ
か
ら
欠
け
て
い
た
。
現
在
の
小
徐
本
巻
第
二
十
五
は
大
徐
本
に
よ
っ
て
補
っ

た
も
の
で
あ
る
。（
頼
惟
勤
『
説
文
入
門
』
一
九
八
三
年
、
三
十
六
頁
に
よ
る
。）
南

宋
・
王
應
麟
『
玉
海
』
巻
第
四
十
四
、
藝
文
類
、
小
學
の
項
に
、「
說
文
解
字
繫
傳

四
十
卷
、
南
唐
・
徐
鍇
楚
金
傳
釋
、
朱
翺
反
切
、
案
、
鍇
系
述
、
通
釋
一
至
三
十
、

部
叙
三
十
一
至
三
十
二
、
通
論
三
十
三
至
三
十
五
、
…
…（
中
略
）…
…
系
述
四
十
。

今
亡
第
二
十
五
卷
。」
と
あ
る
。（
前
出
の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
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『
説
文
解
字
』「
許
敍
」段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察（
田
村（
大
田
））

リ
ー
藏
『
玉
海
』
巻
第
四
十
四
、
十
九
葉
〜
二
十
葉
、「
藝
文
」
類
の
「
小
學
」
の

項
に
見
え
る
。）

（
11
） 
い
ま
見
る
十
三
經
注
疏
本
『
周
禮
』
で
は
、「
鐘
」
は
「
鍾
」
に
、「
㡃
」
は
「
覺
」

に
作
っ
て
い
る
。
阮
元
の
校
勘
記
で
は
、「
鍾
」
に
つ
い
て
「
鐘
」
に
作
る
の
は
誤

り
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
覺
」
に
つ
い
て
は
、『
說
文
』
に
依
拠
し
て
、「
覺
」

で
は
な
く
「
㡃
」
に
作
る
べ
き
で
、「
部
首
は
巾
、
㠩
は
音
符
」
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。

 

　

ま
た
、「
畫
、
繢
、
鐘
、
筐
、
㡃
」
に
つ
い
て
、『
周
禮
正
義
』
で
は
、「
施
色
之

工
五
。
畫
繢
二
者
、
別
官
同
職
。
共
其
事
者
、
畫
繢
相
須
故
也
。
鐘
氏
、
染
鳥
羽
。

筐
氏
、
闕
。
覺
氏
、
主
漚
絲
。」（
施
色
の
工
は
五
つ
あ
り
。
畫
、
繢
の
二
者
は
官
を

別
に
し
職
を
同
じ
う
す
。
其
の
事
を
共
に
す
る
も
の
に
し
て
、
畫
、
繢
、
相
ひ
須た
す

く

故
な
り
。
鐘
氏
は
鳥
羽
を
染
む
。
筐
氏
は
闕
。
覺こ
う

氏
は
絲
を
漚ひ

た

す
を
主

つ
か
さ
どる
。）
と
説

明
し
て
い
る
。「
考
工
記
」
に
「
畫
、
繢
」
に
つ
い
て
は
「
畫
繢
之
事
、
雜
五
色
。」

（
畫
繢
の
事
、
五
色
を
雜あ
は

す
。）
か
ら
始
ま
り
「
凡
畫
繢
之
事
、
後
素
巧
。」（
凡
そ
畫

繢
の
事
、
素
巧
を
後
に
す
。）
ま
で
「
畫
」「
繢
」
を
ま
と
め
て
述
べ
、
次
に
「
鐘
」

に
つ
い
て
「
鐘
氏
、
染
鳥
羽
以
朱
、
湛
丹
秫
三
月
而
熾
之
。」（
鐘
氏
は
、
鳥
羽
を
染

む
る
に
朱
を
以
て
し
、
丹
あ
か
い

秫あ
わ

に
湛ひ

た

す
こ
と
三
月
に
し
て
こ
れ
を
熾た

く
。）
か
ら
始
ま

り
、
最
終
的
に
そ
の
羽
毛
を
「
緇
」（
黒
色
）
に
染
め
る
工
程
が
説
明
さ
れ
る
。

「
筐
」
に
つ
い
て
は
「
筐
人
、
闕
」
と
あ
り
、
闕
文
に
な
っ
て
い
る
。「
㡃
氏
」
に
つ

い
て
は
、「
㡃
氏
、
湅
絲
以
沇
水
、
漚
其
絲
七
日
、
去
地
尺
暴
之
。
晝
暴
諸
日
、
夜

宿
諸
井
、
七
日
七
夜
、
是
謂
水
湅
。
…
…
」（
㡃
氏
は
、
絲
を
湅ね

る
に
沇は

い
じ
る水
を
以
て

し
、
其
の
絲
を
漚ひ
た

す
こ
と
七
日
、
地
よ
り
去
る
こ
と
尺
に
し
て
、
こ
れ
を
暴さ

ら

す
。
晝

は
諸こ
れ

を
日
に
暴
し
夜
は
諸
を
井い

ど

に
宿と

ど
む
る
こ
と
七
日
七
夜
、
是
れ
水す

い
れ
ん湅
と
謂
ふ
。

…
…
）
か
ら
始
ま
り
、
蛤
の
貝
殻
を
粉
に
し
た
灰
汁
を
用
い
て
帛
（
絹
織
物
）
を
白

く
す
る
工
程
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 「
穽
」
は
「
細
絲
」（
細
い
絹
糸
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
麻
糸
は
含
ま
な

い
。「
糸
」
字
の
説
解
に
「
穽
、
細
絲
也
。
象
束
絲
之
形
。」（
穽
は
、
細
き
絲
き
ぬ
い
と

な

り
。
束
ね
し
絲
の
形
に
象
る
。）
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
麻
か
ら
麻
糸
を
作
る

工
程
と
蠶
か
ら
絹
糸
を
作
る
工
程
と
は
似
て
い
る
の
で
、
麻
糸
や
麻
布
に
関
係
し
た

文
字
も
糸
部
に
属
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
亦
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
13
） 『
漢
書
』
巻
二
十
八
下
「
地
理
志
」
第
八
下
の
「
武
都
郡
」
の
應
劭
の
注
に
、「
古
白

馬
氐
羌
。」（
古
の
白
馬
氐
羌
な
り
。）
と
あ
る
。

（
14
） 『
華
陽
國
志
』
巻
二
「
漢
中
志
」
に
、「
武
都
郡
、
本
廣
漢
西
部
都
尉
治
也
。
…
…

（
中
略
）…
…
東
接
梓
潼
、
西
接
天
水
、
東
接
始
平
、
土
地
嶮
岨
、
有
麻
田
。
氐
傁
、

多
羌
戎
之
民
。」（
武
都
郡
は
、
本
と
廣
漢
西
部
都
尉
の
治
な
り
。
…
…（
中
略
）…
…

東
は
梓
潼
に
接
し
、
西
は
天
水
に
接
し
、
東
は
始
平
に
接
す
。
土
地
は
嶮
岨
に
し
て

麻
田
有
り
。
氐
傁
は
羌
戎
の
民
多
し
。）
と
あ
る
。

（
15
） 『
說
文
解
字
』
从
部
に
、「
忸
、
相
從
也
。
从
从
、
幵
聲
。
一
曰
从
持
二
干
爲
幷
。」

（
忸
は
、
相
ひ
從
ふ
な
り
。
从
に
从
ひ
、
幵
の
聲
な
り
。
一
に
曰
く
、
二
干
を
持
つ

に
从
ふ
を
幷
と
爲
す
。）
と
あ
る
。
部
首
の
「
从
」
は
、「
叶
、
相
聽
也
。
从
二
人
。」

（
叶
は
、
相
ひ
聽
く
な
り
。
二
人
に
从
ふ
。）、
つ
く
り
の
「
幵
」
に
つ
い
て
は
単
に

音
符
と
す
る
説
と
、
二
人
が
二
本
の
竿
を
持
つ
（
段
注
に
よ
れ
ば
、
一
人
一
本
の
竿

を
持
っ
た
人
が
ふ
た
り
並
ん
で
い
る
様
か
ら
併
合
の
意
を
表
す
と
い
う
）
形
に
象
っ

て
い
る
と
す
る
説
と
、
二
説
を
載
せ
て
い
る
。

 

　

ま
た
、『
說
文
解
字
』
幵
部
に
は
、「
徨
、
平
也
。
象
二
干
對
構
上
平
也
。」（
幵

は
、
平
な
り
。
二
干
、
構
上
に
對
し
て
平
ら
か
な
る
に
象
る
な
り
。）
と
あ
る
。

（
16
） 『
太
平
御
覽
』
巻
第
八
百
二
十
六
「
資
產
部
六
」「
織
」
の
項
に
『
說
文
解
字
』
が
引

か
れ
て
い
る
。「
說
文
曰
、
織
、
作
帛
惣
名
也
。
經
、
織
從
絲
也
。
緯
、
織
橫
也
。

紝
、
綜
、
機
縷
也
。
繢
、
績
、
機
餘
也
。」（『
說
文
』
に
曰
ふ
、「
織
は
、
帛
を
作
る

惣
名
な
り
。
經
は
、
織
の
從
絲
な
り
。
緯
は
、
織
の
橫
な
り
。
紝
、
綜
は
、
機
縷
な

り
。
繢
、
績
は
、
機
餘
な
り
。」）

（
17
） 『
毛
詩
』「
齊
風
・
南
山
」
に
、「
蓺
麻
如
之
何
、
衡
從
其
畝
」（
麻
を
蓺う

え

る
、
こ
れ
を

如
何
せ
ん
。
其
の
畝
を
衡よ
こ

に
し
從た

て

に
せ
ん
。）
と
あ
る
。
麻
を
植
え
た
い
の
な
ら
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
。
必
ず
先
ず
そ
の
畑
を
横
に
も
縦
に
も
く
ま
な
く
耕
し
て
、
そ
う

し
て
後
に
始
め
て
麻
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
、
や
が
て
麻
を
収
獲
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
の
意
。（
鄭
箋
に
よ
れ
ば
、
妻
を
娶
る
場
合
は
必
ず
先
に
父
母
に
挨
拶
し
許
し

を
も
ら
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
喩
え
て
い
る
と
い
う
。）

（
18
） 『
白
虎
通
德
論
』
巻
第
七
「
三
綱
六
紀
」
に
、「
三
綱
者
何
謂
也
。
謂
君
臣
父
子
夫
婦
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也
。（
中
略
）
故
君
爲
臣
綱
、
父
爲
子
綱
、
夫
爲
妻
綱
。」（
三
綱
は
何
の
謂
ひ
ぞ

や
。
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
を
謂
ふ
な
り
。（
中
略
）
故
に
君
は
臣
が
綱
爲
り
、
父
は

子
が
綱
爲
り
、
夫
は
妻
が
綱
爲
る
。）、
ま
た
、「
何
謂
綱
紀
。
綱
者
張
也
。
紀
者
理

也
。
大
者
爲
綱
、
小
者
爲
紀
。
所
以
强
理
上
下
、
整
齊
人
道
也
。」（
何
を
か
綱
紀
と

謂
ふ
。
綱
は
張
な
り
。
紀
は
理
な
り
。
大
な
る
も
の
は
綱
と
爲
し
、
小
な
る
も
の
は

紀
と
爲
す
。
上
下
を
强つ
と

め
理お

さ

め
、
人
道
を
整
へ
齊ひ

と

し
く
す
る
所
以
な
り
。）
と
あ

る
。「
綱
」
の
説
明
に
、
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
の
「
上
下
」
関
係
を
正
し
く
導
く
よ

う
勉
め
秩
序
を
保
つ
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
地
上
下
を
結
ぶ
垂
直
軸
と
、
縦
糸
の

「
經
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
。

（
19
） 『
白
虎
通
德
論
』
巻
第
八
「
五
經
」
に
、「
經
所
以
有
五
、
何
。
經
、
常
也
。
有
五
常

之
道
。
故
曰
五
經
。
樂
仁
、
書
義
、
禮
禮
、
易
智
、
詩
信
也
。」（
經
に
五
有
る
所
以

は
、
何
ぞ
や
。
經
は
、
常
な
り
。
五
常
の
道
有
り
。
故
に
五
經
と
曰
ふ
。
樂
は
仁
、

書
は
義
、
禮
は
禮
、
易
は
智
、
詩
は
信
な
り
。）
と
あ
る
。

（
20
） 『
禮
記
』「
經
解
」
に
、「
孔
子
曰
、
入
其
國
、
其
敎
可
知
也
。
其
爲
人
也
、
温
柔
敦

厚
、
詩
敎
也
。
疏
通
知
遠
、
書
敎
也
。
廣
博
易
良
、
樂
敎
也
。
絜
靜
精
微
、
易
敎

也
。
恭
儉
莊
敬
、
禮
敎
也
。
屬
辭
比
事
、
春
秋
敎
也
。」（
孔
子
曰
く
、
其
の
國
に
入

れ
ば
、
其
の
敎
へ
知
る
べ
き
な
り
。
其
の
爲
人
や
、
温
柔
に
し
て
敦
厚
な
る
は
、
詩

の
敎
へ
な
り
。
疏
通
に
し
て
遠
き
を
知
る
は
、
書
の
敎
へ
な
り
。
廣
博
に
し
て
良
き

に
易
ふ
る
は
、
樂
の
敎
へ
な
り
。
絜
靜
に
し
て
精
微
な
る
は
、
易
の
敎
へ
な
り
。
恭

儉
に
し
て
莊
敬
な
る
は
、
禮
の
敎
へ
な
り
。
辭
を
屬
し
事
を
比
す
る
は
、
春
秋
の
敎

へ
な
り
。）
と
あ
る
。

（
21
） 『
大
戴
禮
』「
易
本
命
」
に
、「
凡
地
東
西
爲
緯
、
南
北
爲
經
。」（
凡
そ
地
の
東
西
を

緯
と
爲
し
、
南
北
を
經
と
爲
す
。）
と
あ
る
。

（
22
） 『
六
書
音
均
表
』
で
は
、「
緯
」
は
微
韻
で
第
十
五
部
、「
葮
」
は
文
韻
で
第
十
三

部
。「
微
」
部
「
文
」
部
の
二
部
は
互
い
に
語
音
の
転
訛
を
起
こ
す
と
言
っ
て
い
る

以
上
、
声
母
と
韻
母
が
近
似
し
て
い
な
い
と
説
明
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

「
葮
」
の
音
が
「
王
問
切
（
音
は
「
暈う
ん

」」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
説
明
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
緯
」
は
平
声
、「
葮
」
は
去
声
な
の
で
四
声
が
合
わ

な
い
。『
爾
雅
』
の
引
用
で
は
わ
ざ
わ
ざ
「
古
本
反
」（
見
母
、
吻
韻
）
と
付
言
し
て

い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
音
転
を
言
う
以
上
、「
古
本
反
」
で
は
な
い
読
音
を

想
定
し
て
い
る
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
再
考
を
待
つ
。

（
23
） 『
爾
雅
』「
釋
器
」
に
「
羽
本
謂
之
翮
。
一
羽
謂
之
箴
、
十
羽
謂
之
縛
、
百
羽
謂
之

葮
。」（
羽
本
、
こ
れ
を
翮
と
謂
ふ
。
一
羽
、
こ
れ
を
箴
と
謂
ひ
、
十
羽
、
こ
れ
を
縛

と
謂
ひ
、
百
羽
、
こ
れ
を
葮
と
謂
ふ
。）
と
あ
る
。
羽
の
本
を
翮
と
言
う
、
と
い
う

の
は
鳥
の
羽
の
根
本
の
呼
び
名
。
一
羽
か
ら
百
羽
ま
で
は
、
羽
の
数
の
多
少
を
区
別

し
て
言
う
と
き
の
束
の
単
位
を
表
す
呼
称
で
あ
る
。
段
玉
裁
が
こ
の
注
で
『
爾
雅
』

の
「
釋
器
」
を
引
用
し
た
の
は
、「
緯
」、「
葮
」
と
続
く
二
字
の
前
に
、「
臻
」
字
が

あ
り
、
説
解
に
「
臻
、
緯
十
縷
爲
臻
」
と
あ
り
、
緯
十
縷
を
束
に
し
た
と
き
の
単
位

と
し
て
の
呼
称
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

（
24
） 「
痾
」
は
『
說
文
』
痾
部
の
部
首
。「
許
書
痾
字
之
叚
借
」
と
は
、
説
解
に
「
痾
、
澤

也
。
从
束
、
粡
聲
。」(

痾
は
澤
な
り
。
束
に
从
ひ
、
粡
の
聲
。)

と
あ
り
、
段
注
に

『
廣
韵
』
を
引
い
て
「
痾
、
大
束
。」（
痾
は
大
束
な
り
。）
と
言
い
、
こ
こ
で
は
『
玉

篇
』
を
引
い
て
、「
葮
、
大
束
也
。」（
葮
は
大
束
な
り
。）
と
言
う
こ
と
で
、「
葮
」

が
「
痾
」
の
仮
借
字
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
葮
」
は
「
痾
」

の
仮
借
字
で
あ
る
か
ら
、「
大
き
な
束
」
の
意
で
あ
り
、「
緯
」
の
意
で
は
な
い
は
ず

だ
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
「
た
て
い
と
」
を
表
す
字
も
「
よ
こ
い
と
」
を
表
す
字

も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
經
」
と
「
緯
」
の
一
字
ず
つ
と
な
る
。
段
玉
裁
は
「
葮
」
字
が
親
字

と
し
て
あ
る
こ
と
が
リ
ダ
ン
ダ
ン
ト
だ
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か

ら
、「
語
之
轉
」
と
い
う
説
明
原
理
を
用
い
て
「
葮
」
は
「
緯
」
の
音
転
に
よ
る
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
ず
、
本
来
的
に
は
仮
借
字
と
し
て
機
能
し
て
い
た
文
字
で
あ

る
こ
と
を
『
爾
雅
』
や
『
玉
篇
』
を
持
ち
出
し
て
傍
証
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
段
玉
裁
が
注
に
お
い
て
用
い
る
「
正
許
書
Ａ
字
之
叚
借
」
と
い
う
表
現

は
、
段
玉
裁
が
親
字
の
妥
当
性
自
体
に
関
し
て
評
定
を
下
す
場
合
に
限
ら
れ
る
。

（
25
） 『
大
廣
環
會
玉
篇
』
糸
部
に
は
「
葮
、
古
本
切
。
大
束
也
。」（
葮
は
、
古
本
の
切
。

大
き
な
る
束
な
り
。」）
と
あ
る
。
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Abstract

Duan Yucai (段玉裁)ʼs Notes on the Preface of Shuowen-Jiezi (說文解字) written by Xu Shen (許愼):  
A Thought about Duan Yucaiʼs connotation of the Note:  

“Wen (文) means crossed lines, Wen (彣) means coloring.”

Kayoko (Ota) TAMURA

 The goal of this article is to find out the basic meaning of Wen (文) through the comments of 
Duan Yucai on the several words concerning silk (麻・縷) and linen (帛・絲). By way of reading Duan 
Yucaiʼs comments carefully, I concluded that Wen (文) means not only the lines on two dimentions, 
but also means the lines existing in the three dimentions world.
 Duan Yucaiʼs comments lead me to the new understanding of the Chinese Characterʼs world and 
to the new horizen of the idea how Shuowen-Jiezi is constructed.
 At the same time, I succeeded to clarify the hidden intention of Duan Yuai by connecting his 
comennts on defferent words, namely on the words concerning silk and line. I created a multi-
linguistic and an interesting way of seeing the world of Shuowen-Jiezi, by which I try to replay how 
he realise his own linguistic thinking.

Keywords: Shuowen-Jiezi, Duan Yucai, “Wen (文・彣)”, silk, linen


